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日本気象学会2005年度春季大会

会期：2005年5月15日（目）～18目（水）
会場：東京大学本郷キャンパス（東京都文京区本郷7－3－1）

大会実行委員会担当機関：東京大学大学院理学系研究科，東京大学先端科学技術研究センター，

　　　　　　　　　　　　東京大学海洋研究所
大会委員長　　　　　　　：近藤豊（東京大学先端科学技術研究センター）

当目の会場への連絡先 ：大会実行委員会事務局（東京大学山上会館2階203号室）

TEL・FAX（03）5841－2333
※大会参加者への伝言（FAXも含む）は，山上会館2階の受付付近の掲示板
　に掲示します．取り次ぎはいたしませんのでご承知おき願います．
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・東京・池袋・銀座・大手町から：

地下鉄「丸ノ内線本郷三丁目』駅下車徒歩12分

・新宿西口・飯田橋・上野御徒町・両国から：

地下鉄「大江戸線本郷三丁目』駅下車徒歩10分

・大手町・北干住・西日暮里・原宿・小田急線から＝

　　地下鉄r千代田線根津駅』下車徒歩10分
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・王子・駒込・四ッ谷・東急目黒線から：

地下鉄r南北線東大前』駅下車徒歩8分

・上野駅浅草口・お茶ノ水駅聖橋口から：

都営バスr東大構内行き」終点下車すぐ

・お茶ノ水駅お茶ノ水橋口から：

都営バスr荒川土手行き」（東京駅北ロ発）

またはr駒込駅南ロ行き』で
　r東大正門前』下車徒歩3分．
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大会行事予定
A会場
B会場
C会場
D会場
PA会場
PB会場

安田講堂大講堂（3F）
小柴ホール（理学部1号館中央棟2F）
化学教室講堂（理学部化学館5F）
山上会館大会議室（2F）
安田講堂廊下（4F）
理学部ラウンジ（B会場前）

総会・記念講演・公開講演会・シンポジウム
　　　　　　安田講堂大講堂（3F）
企業展示会場：安田講堂大講堂前廊下（A会場前）
受付　　　　：山上会館（第1日目：IF　l第2日目以
　　　　　　　降：2F）
大会事務局　：山上会館203号室（2F）
懇親会　　　　：山上会館談話ホール（1F）

A会場 B会場 C会場 D会場
5月15日 10：00～ 気候システム1 物質循環1 熱帯大気1 中層大気
（目） 11：15 （7，AlO1～AlO7） （7，BlO1～B107） （7，C101～C107） （7，D101～DlO7）

11：15～ ポスター・セッション
12：15 PA会場（31，PlO1～PB1），PB会場（36，Pl51～Pl86）

14：00～ シンポジウム「地球環境の進化と気候変動」
18：00

5月16日 09：30～ 気候システムII 物質循環ll 熱帯大気ll 相互作用
（月〉 11：30 （10，A201～A210） （10，B201～B210） （8，C201～C208） （10，D201～D210）

気象教育（1，C209）

11：30～ ポスター・セッション
12：30 PA会場（31，P201～P231），PB会場（36，P251～P286）

B130～ 専門分科会 専門分科会 専門分科会 専門分科会
17：00 （16，A251～A266）

「日本における再解析：
（8，B251～B258）
「「メソ対流系」研究

（7，C251～C257）
「顕著現象の予測可能 ，雛熱轟器過

～作る立場から、利 の到達点とこれから」 性」 程の全体像の把握はど
用する立場から～」 こまで可能か？その方

策を模索する。」

5月17日 09：30～ 気候システムIIl 物質循環1目 降水システム1 大気力学1
（火） 11：30 （11，A301～A311） （10，B301～B310） （12，C301～C312） （11，D301～D311）

11：30～ ポスター・セッション
12：30 PA会場（31，P301～P331），PB会場（36，P351～P386）

14：00～ 総会
15：20

15：30～ 学会賞・藤原賞受賞記念講演
17：30

18：00～ 懇親会
20：00

5月18日 09：30～ 気候システムIV 気象予報 降水システムll 大気力学ll
（水） 11：30 （12，A401～A412） （10，B401～B410） （12，C401～C412） （5，D401～D405）

観測手法
（6，D406～D411）

11130～ ポスター・セッション
12：30 PA会場（31，P401～P431）

13：30～ 専門分科会 専門分科会 専門分科会
17：00 脇搾晶餓溢 （15，C451～C465）

「降水量の推定原理と
（18，D451～D468）
「雪氷圏と気候」

異常だったか？」 降水量データの利用」

発表件数：474件（専門分科会86，口頭発表156，ポスター232）
大会参加費：郵便振替による前納の場合　一般会員3，000円，学生会員2，000円1
　　　　　当日受付の場合は　　　　　一般会員4，000円，学生会員3，000円，非会員4，000円．

ただし，自費で第一日（5月15目）にだけ参加する方については，会員・非会員とも2，000円とします
（この場合，前納はできません．当日受付にてお払い下さい）．

懇親会費　：郵便振替による前納の場合　一般会員4，500円，学生会員3，500円；
　　　　　　当日払いの場合は　　　　　一般会員5，500円，学生会員4，500円，非会員5，500円．

大会当日は混雑しますので，極力前納されるようお願いします．
なお郵便振替用紙は「天気」2004年12月号の末尾に挿入されたものを使い，5月6日（金）までに振り込んで下さい．

当大会予稿集に掲載された研究発表の文章・図表を複製あるいは翻訳して利用する場合には，日本気象学会の文書による利用
許諾を得た上で出所明示して利用しなければなりません．ただし著作者自身による利用の場合は，利用許諾の申請は不要です．

　　本プログラムの記載内容に関する問い合わせは，〒305－0052茨城県っくば市長峰1－1気象研究所予報研究部内講演企画委員会
　（e－mail：org－msj＠mrijma．gojp）まで．
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講演の方法

専門分科会
　・持ち時間は各分科会毎に決められています．詳細は各分
　　科会のプログラムをご覧下さい．

一般ロ頭発表
　・持ち時間は9分（講演7分・質疑2分）です．

ポスター発表
　・概要紹介は行われません．

　・講演者はポスターに表題と著者名を明記して下さい．

　・ポスター発表の一人当たり使用可能面積は，幅0．9m×
　　高さ1．5mとなっています．

　・ポスターの掲示にあたって鋲，ピンが使用できますが，
　　糊，テープ等は使用できません．必要な鋲，ピンは各自
で用，思して下さい．

・ポスターの掲示可能時間は発表日の09：30－16：30とな
っています．会場の都合上時間厳守でお願いします．

機器の使用について
　専門分科会・一般ロ頭発表

　・PCプロジェクターと書画カメラ（A・B会場）もし
　　くはOHP（C・D会場）が使用できます．

　・A・B会場で使用する書画カメラは　コピー用紙等
の日通紙を　影可肥よ　ロジェクターです．OHP

シートの投影も可能ですが，普通紙を利用した方が
きれいに投影できます．

・止むを得ない事情で使用機器が講演申込時に予め届
け出ていた機器（講演題目の最後に［OHP］もしくは
［書画カメラ］と記載してある講演はそれぞれの機器
を使用，記載がない講演はPCプロジェクター使
用）と異なる場合は，セッション開始前までに座長
　と会場係にその旨を申し出て下さい．

・PCプロジェクターを使用する際は予め以下の点を
ご了承ください．

一パソコンは各自で準備して下さい．会場にはプロ
　ジェクターおよび接続ケーブルのみを準備します．

一セッション開始前の休憩時間などを利用して，必
　ず接続の確認を行っておいて下さい．また接続が
　不安な場合は，セッション開始前に会場係に申し
　出て下さい．

一突然の故障や接続の際のトラブルが発生した場合，
　座長の判断で，発表順を繰り下げたりOHPもし
　くは書画カメラによる発表に切り替えさせて頂く
　ことがあります．OHPシートなどを予め準備し
　ておくなど，トラブルヘの備えは講演者自身で行
　って頂くようにお願いします．

ポスター発表

・ポスター会場での機器の使用は講演申し込み時に申
　し出ていたもの以外は原則として認められません．

シンポジウムr地球環境の進化と気候変動』

日時：大会第1日（5月15目）14：00～18：00
会場：東京大学安田講堂大講堂（3F）
司会：松本淳（東京大学大学院理学系研究科）

※シンポジウムの聴講は無料です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣旨
将来の気候や表層環境の変化を考えるための礎として，東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻で現在進行中の21

世紀COEプログラムの成果も含め最新の知見を紹介しながら，地球誕生以来の大気や海洋など表層環境の変遷を学際的な

広い視野で展望する．尚，本シンポジウムは，日本気象学会地球環境問題委員会との共催で行なわれる．

基調講演
　1）「地球環境の変遷：比較惑星学の視点から」

　2）「酸素濃度の増大とスノーボールアース・イベント」

　3）「チベット高原の上昇とアジアモンスーンの変化」

　4）「アジア・モンスーンの変動とダンスガードーオシュガー・サイクル」

　5）「サンゴが語る過去の気候変動」

　6）「変動する地球気候」

　7）「オゾンホールの科学」

　8）「地表環境の変遷と文明」

阿部　豊（東京大学）

田近英一（東京大学）

安成哲三（名古屋大学）

多田隆治（東京大学）

茅根　創（東京大学）

山形俊男（東京大学）

小池　真（東京大学）

福澤仁之（東京都立大学）

総合討論
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総会
日時：大会第3日（5月17目）14：00～15：20
会場：東京大学安田講堂大講堂（3F）

議事次第：
　1．開会の辞

　2．議長選出
　3．理事長挨拶

4．学会賞授与
　5．藤原賞授与

　6．2004年度事業報告

7．2004年度会計報告

8．2004年度監査報告

9．2005年度日本気象学会総会議案

10．2005年度事業計画案

ll．2005年度予算案の審議

12．議長解任

専門分科会の概要紹介

2005年度春季大会では下記の通り，7件の専門分科会が開かれます．

日本における再解析：～作る立場から、利用す
る立場から～

日時：大会第2日（5月16日）13：30～17100

場所：A会場

趣旨：再解析は，過去の期間を対象に，最新のデータ同
化システムを使用して，気候研究・季節予報用の均質・
高品質の気候データを作成するために実施する．既にE
CMWFとNCEPが長期再解析を実施しているが，日本で
も，気象庁と電力中央研究所が共同で長期再解析JRA－2
5（hUp：／／wwwjreap．org）を実施中で，既に一部プロダク

トは公開・利用可能である．他に，日本では1998年を
対象としたGAME再解析が実施され，現在，RR2002共
生プロジェクトの大気海洋結合同化が進行中である．こ
のセッションでは，日本で行なわれている上記の再解析
に関連して，

＊プロジェクトのねらいや進行状況の紹介

＊再解析の技術的問題や再解析データの特質・注意点

＊公開されているプロダクトの比較・評価やそれを用い
た研究

＊新しい観点からの再解析データの利用の構想
などについての講演を募集（一部は依頼）する．

　再解析の作成者と利用者の間の建設的な相互作用の活
発化を期待したい．

コンビーナー：山崎信雄（気象研究所），筒井純一（電
力中央研究所），小出寛（気象庁），増田耕一，望月
崇（地球環境フロンティア研究センター）

記）において豪雨・豪雪に関する研究を推進し，その結
果，複数の豪雨・豪雪の事例を解析することにより，メ
ソ対流系の機構がかなりはっきりと分かってきた．また
雲解像非静力学モデルを用いることでそれらが数時間～
1日のリードタイムで予測できるまでになった．

　この専門分科会では，戦略「メソ対流系」の到達点を
レビューして今後の発展の方向を眺めてみるつもりであ
る．そのために講演者の時間はなるべく多く取って十分
に議論を尽くしたいと考えているので，招待講演主体と
なる予定である．

コンビーナー：吉崎正憲（気象研究所）

顕著現象の予測可能性

日時：大会第2目（5月16日）13：30～17：00

場所：C会場

趣旨：WMOが2003年5月から10年計画で実施してい
る，観測システム研究および予測可能性実験計画THOR．
PEXは，1日から2週間先までの社会的・経済的に影響
を与える顕著現象の予報改善を目指している．台風や集
中豪雨，豪雪など，我が国における顕著現象は，国民の
生活と安全に大きな影響を与えている．そこで，本分科
会では，　「予測可能性」をキーワードとして，1日から
2週間先までの顕著現象の予報に関連するさまざまな内
容について議論を行う．データ同化や衛星データの利用，
アンサンブル予報などの現状や問題点から，顕著現象の
局地的な構造の解析や大規模場・総観場との関連に関す
る研究，さらには，熱帯季節内変動や中緯度のロスビー
波束伝搬などの大規模場が顕著現象を引き起こすメカニ
ズムなどまで，幅広くカバーしたい．

「メソ対流系　研究の到達点とこれから

日時：大会第2目（5月16日）13130～17：00

場所：B会場

コンビーナー＝大淵済（地球シミュレータセンター），
中澤哲夫（気象研究所），余田成男（京都大学理学部），
榎本剛（地球シミュレータセンター）

趣旨：1998年から5年間にわたって科学技術振興機構
・戦略的創造研究推進事業「メソ対流系の構造と発生・
発達のメカニズムの解明」　（戦略「メソ対流系」と略

76 “天気”52．4．
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複雑多様な陸面諸過程の全体像の把握はどこま 降水量の推定原理と降水量データの利用
で可能か？その方策を模索する．

日時＝大会第2目（5月16日）13：30～17：00

場所：D会場

趣旨：地球温暖化を始めとする地球環境問題への関心の
高まりに伴い，大気一陸面相互作用のメカニズムの解明
とその相互作用による地球環境変動の将来予測に対する
社会的要請が強まっている．陸面における諸過程は，そ
の物理学的側面と生態学的側面の共存により，サブグリ
ッドスケールから大陸スケールまでの時間的・空間的に
さまざまな規模の現象が混在しており複雑多様である．
その不均一性の高さが，陸面過程の理解の難しさの大き
な原因の一つとなっている．近年，観測技術の進化とモ
デル技術の進化（計算機能力の向上）により，陸面にお
ける現象を多角的に捕らえ，その一般性を見出し，陸面
諸過程の全体像を把握しようとする努力が盛んに行われ
始めている．本専門分科会においては，6名の招待講演
者を招き，間接測定（衛星観測，航空機観測），直接測
定（プロットスケール観測網の展開，グランドトゥルー
スデータの取得），およびモデリング（パラメタリゼー
ションアルゴリズムの開発・改良）の各分野における現
状と今後の課題を紹介していただき，観測による現象把
握と観測とモデルの融合，およびそれらによるスケール
間ギャップの解消を通して，陸面諸過程の真の全体像を
把握するための方策について議論を深めたいと考える．
なお，本分科会においては，総合討論を重視する観点か
ら，講演は招待講演のみとする．

コンビーナー：馬淵和雄（気象研究所），渡辺力（森林
総合研究所），桑形恒男（農業環境技術研究所〉，西田
顕郎（筑波大学）

2004年の台風はなぜ異常だったか？

日時＝大会第4日（5月18日）13：30～17：00

場所：A会場

趣旨：2004年，6月に二つの台風が四国に上陸したのを
はじめとして10月20日までに上陸数10個（台風第4，
6，10，11，15，16，18，21，22，23号）と日本列島は
記録的な数の台風の襲来を受け，強風や大雨，高潮など
による大きな災害が全国各地で相次いで発生した．2004
年は上陸数が多かっただけでなく，台風が強い勢力のま
ま日本列島に接近し上陸したというのが1つの特徴でも
あった．本分科会では，そういった特異な台風シーズン
を振り返り，台風の発達機構，台風が発生・移動した環
境場や上陸前後の台風の構造変化，台風に伴うメソ現象
や高潮，台風によって引き起こされた災害等について，
その特徴や予測可能性など様々な観点から議論を行い，
2004年台風シーズンの特異性について認識を深める．

日時：大会第4日（5月18目〉13：30～17100

場所：C会場

趣旨：降水量の推定は，地上レーダーのみならず，TR
MMやAMSR－Eなどのセンサーにより宇宙からも行われ
てきている．また，気象庁ではレーダーアメダス合成図
も作成されている．さらに，世界的には，GPCPやCMA
Pなど，多くの「降水量格子点データ」が入手可能とな
っている．しかし，それらのデータについて，その推定
原理や精度などにっいては，必ずしも十分に理解されて
いるとは言えない状況にあるのではないか．そこで，こ
れらのデータを利用・作成している人に，一同に会して
もらい，データの特性，長所，問題点，今後の改善予定
などについて話し合う場としたい．さらには，これらの
推定データに対して，水管理，水文学，海洋学，農業，
電力，地方自治体など，多くのユーザーから，降水量デ
ータ利用の現状，問題点，データヘの要望などを交流で
きる場としたい．

コンピーナー：中澤哲夫（気象研究所）

日時：大会第4目（5月18日）13：30～17：00

場所：D会場

趣旨：気候システムの一一因子として雪氷圏が重要な役割
を果たしてきていることは一般的に知られている．そし
て，温暖化過程で雪氷がどのように変化し，それが気候
システム全体にフィードバックするかについて関心が集
まっているにもかかわらず，十分な精度で測定され，現
象が理解されているとは言いがたい．ちょうど，国際的
な枠組みでWCRP－CliC「気候と雪氷圏」計画が推進され，
組織的研究が開始しようとして時期に，国内のコミュニ
ティーとしても，このテーマを概観し，課題を抽出し問
題点を明らかにすることが重要ではないかと考え，企画
した．一部レビューを考えているが，以下のテーマに沿
った発表を募集する．

（1）積雪，海氷，氷床と大気との相互作用

（2）雪氷域における陸面過程

（3）水・エネルギー循環における雪氷の役割

（4）GCMにおける雪氷表現の現状
（5）雪氷変動の実態

（6）雪氷域のリモートセンシング

コンビーナー：大畑哲夫（地球環境観測研究センター），
山崎孝治（北海道大学大学院地球環境科学研究科），共
催二極域・寒冷域研究連絡会

コンビ・一ナー：上野充（気象研究所），萬納寺信崇（気
象庁予報課太平洋台風センター）
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第1回日本・中国・韓国気象学会共催の国際シンポジウムのお知らせ

　かねてより，日本，中国，韓国の気象学会の間では，学会間交流を促進したいと考えて議論を続けてきました　その一環
として，今回，目本気象学会春季大会に合わせて，三学会共催の国際シンポジウムを持ちたいと考えています．興味をお持
ちの方はぜひご参加ください．

目　時：

場　所：

アーマ：

2005年5月B日（金），14目（土）

東京大学山上会館，および，小柴ホール（理学部1号館中央棟2F）

（気象学会と同じ会場です．）

東アジアにおける大気科学

　今回は，招待講演を中心にプログラムが組まれますが，一部，コメントとして発表可能です．

　プログラムの概要は，13目の午前中は全体会議，13日の午後から，第1会場（気象，気候）と第2会場（物質循環）に
分かれて行われる予定です．詳細は，追って，学会のホームページ等に紹介します．

研究会のお知らせ

大会期間中に以下の研究会が予定されています．興味のある方はご自由にご参加下さい．

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　ム
　　　　’
目時：2005年5月18目　（水）17：15～2時間程度

場所：山上会館大会議室（大会D会場）

話題：雪氷圏のモデリング
講演者及びタイトル：

　・「気象庁全球モデル・領域モデルにおける現状の雪
　　　氷表現と今後の課題」

　　　平井雅之（気象庁数値予報）

　・「GCMによる極域水循環」

　　　保坂征宏（気象研）

　・「結合モデルCFESにおける雪氷圏の取り扱い」
　　　小守信正（地球シミュレータ）

　・「季節海氷域の特徴～オホーツク海の海氷観測から
　　　～」

　　　豊田威信（北大低温研）

今回の極域・寒冷域研究連絡会は，　「雪氷圏のモデリン
グ」と題しての特集を行います．大気海洋現象の予測や
研究には，大循環モデルや領域モデルは，もはや不可欠

のものとなっています．モデリングに際しては，積雲対
流スキームなどに代表されるように，どうしても関心が
熱帯に向かいがちですが，気象現象や気候の予測及び研
究のためには，モデル内での雪氷圏の取り扱いも重要で
あることは論を待ちません．そこで，気象庁現業モデル
での雪氷圏の取り扱い，GCMでの極域水循環，結合モ
デルでの雪氷圏の取り扱い，及び季節海氷域のモデリン
グを行うにあたって重要となる観測事実などのテーマに
っいて，様々なお立場から雪氷圏のモデリングに関わる
研究をなさっている

4人の方々に講演していただきます．
代表　　：山崎孝治（北大院地球環境）

世話人：平沢尚彦（極地研），中村尚（東大理），
　　　　浮田甚郎（コロンビア大），高田久美子（FR．CGC），
　　　　阿部彩子（東大気候システム），佐藤薫（極地研），
　　　　本田明治（FRCGC），齋藤冬樹（東大気候システム），
　　　　高谷康太郎（FRCGC）

問い合わせ先：高谷康太郎（FRCGC）
　　　　　　　TEL：045－778－5526，FAX：045－778－5707，

　　　　　　E－mail：takaya＠iamstec．gojp

保育施設斡旋について

　大会実行委員会では例年通り保育施設の斡旋を行います．ただし，キャンパス近くにある保育施設は日曜休業で，2日目
以降の利用に限られます．また，余りに多くの人数は施設に収容できませんので，斡旋は先着順とさせて頂きます．予めご
了解下さい．

連絡先：小澤裕紀子（東京大学理学部）　E－mail：ukiko　e　s．s．u．tok　o．ac。’

TEL（03）5841－83331FAX：（03）5841－8316

秋季大会の予告

2005年度秋季大会は，2005年ll月20目（目）～22日（火）に神戸大学（神戸市）で開催される予定です．
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気候システム1

大会第1日〔5月15日〕10300～11：15
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

A会場

　　　　　　　　　　　座長：楠昌司（気象研）

A101㈱↓・西澤智明（東北大院理）他5名雲レーダと
　　ライダを用いた気候モデルの評価手法

A102菰・江守正多（FRCGC）他3名大気気候モデ
　　ル梅雨前線降水系と実梅雨前線降水系の相違

A103纈（防災科研）・江守正多（環境研）温暖化に
　　よる日降水分布の変化に対する力学、熱力学的効

　　果

A104懸（JST／気象研）・鬼頭昭雄（気象研）他3名
　　温暖化に伴う河川流量変動の評価

A105騰（京大理）・木田秀次（京大院理）他1名地
　　球温暖化時の成層圏における南北両半球の違い

A106鰍・鬼頭昭雄（気象研）気候モデルによる完
　　新世中期（6千年前）の気候再現実験

A107轍（FRCGC）・鬼頭昭雄（気象研）最終氷期の
　　始まりに関する結合モデルシミュレーション

熱帯大気1

一般ロ頭発表

C会場

　　　　　　　　　座長：塩谷雅人（京大生存研）

C101轍・高薮縁（東大気候システム）高層ゾンデ
　　データ解析による積雲対流活動の子午面循環への
　　影響の解析

C102轍・高薮縁（東大気候システム）熱帯西部太
　　平洋およびインドシナ半島における大気成層の特
　　徴と積雲対流活動への影響の統計解析

ClO3燃・塩谷雅人（京大生存研）CEPEX期間にみ
　　られた熱帯対流圏近傍の水蒸気変動

ClO4蝋（北大理）・三瓶岳昭（東大理）他6名大
　　気大循環モデルで表現される赤道域降水活動の解
　　像度依存性

C105蹴裳・里村雄彦（京大院理）ベンガル湾上におけ
　　る10－25目周期渦擾乱の北進メカニズム

C106繍・勝俣昌己（IORGC）他1名MJO対流活
　　発期における100㎞規模の大気鉛直構造の特徴

C107、夏瀬（個人会員）マデンジュリアン振動周期45
　　日は固有振動周期？

B会場
物質循環1

　　　　　　　　　　　座長：秋吉英治（環境研）

B101蝋（神戸大総合人間）・中島英彰（環境研）他2
　　名ILAS－II観測による2003年冬季南極成層圏脱窒
　　メカニズムの解析

B102灘・齋藤尚子（環境研）他3名ADEOS．II搭
　　載ILAS－IIによる2003年南極オゾンホールの解析

BlO3鰍・菅田誠治（環境研）他4名化学輸送モデ
　　ルを用いた94／9595／9696／97年冬の北半球中高緯
　　度域オゾン破壊の緯度別解析

B104撚（気象研）北半球オゾンrミニ」ホールの統
　　計的考察

B105撚・小池真（東大院理）他10名春季西太平洋
　　におけるオゾンの光化学的生成‘人為的窒素酸化
　　物の輸送とその影響’

B106林ひとみ・撫（茨城大理）他3名熱帯域対流圏
　　オゾンの増大現象と中緯度からの高濃度オゾンの
　　輸送

B107醜》・近藤豊（東大先端研）他6名関東地方に
　　おける夏季の高濃度オゾン出現に関する研究

中層大気
D会場

　　　　　　　　　　　座長：伊藤久徳（九大理）

D101山木美弘・勲亀（九大理）成層圏の変動をいか
　　なる枠組みでとらえるべきか

DlO2燃・筒井純一（電中研）他1名JRA－25　再解
　　析データにおける成層圏の再現

D103漁・山崎孝治（北大院地球環境）成層圏突然
　　昇温が対流圏に及ぽす影響の決定要因

D104鷺・阿保真（都立大院工）他1名ライダーに
　　よる赤道上空の気温観測

D105婆轍（FRCGC）・佐藤薫（極地研）他1名南極の
　　カタバ風が励起する大気内部重力波とその中層大
　　気への影響

Dlo6嚥・余田成男（京大院理）赤道QBOの影響
　　の統計的有意性一大標本に基づいた評価一

D107繍・出牛真（気象研）熱帯成層圏準2年振動
　　（QBO）のシミュレーション：その3QBOの中高
　　緯度への影響（於Interactiveオゾンラン）
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大会第1日〔5月15日〕11＝15～12：15
　　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す。）

ポスターセッション

PA会場

　　　　　　　　　　　　　　PlO1衷壇起・松浦知徳（防災科研）Nino3海域の海面水
　　温変動と東京における台風性豪雨の発生頻度の関
　　係

PlO2繍・中山大地（都立大理）他1名台風が異常
　　経路と典型経路をとるときの循環場の比較

P103翻↓（気象研）インド付近における目変化と季
　　節内変動

P104羅・松浦知徳（防災科研）他2名結合モデルに
　　見られるENSOと台風発生数との関係

P105鰍（京大生存研）・庭野将徳（京大理）他3名
　　インドネシア・スマトラ島で対流活動を形成する
　　いくつかの要因について

P106燃・上田博（名大地球水循環）他2名西太平
　　洋赤道域の下層西風域で観測されたMJO内部の降
　　水システムの構造と発達過程

P107撚雄（筑波大生命環境科学）・木内保太（筑波大
　　自然学類）他2名夏季晴天時に都市で発達する対
　　流雲の生成要因

P108器販隻（気象研）局在する都市キャノピーの風洞実

　　験

P109燃（信州大）・成田剛真（長野市立篠ノ井西中）
　　建物の高層化がヒートアイランドに及ぼす影響

P110胤罠・石原幸司（気象庁気候情報）ヒートアイ
　　ランドと地球温暖化の相互作用について一都市気
　　候モデルを用いた解析一

PIll騰・福岡義隆（立正大地球環境科学）降水後
　　日と連続晴天日のヒートアイランドの違いとその
　　成因

Pll2糠・河崎善一郎（大阪大院）他2名TRMM
　　データを用いた雷活動・降水の全球分布に関する
　　一考察

P113騰（東大気候システム）・阿部彩子（東大気候シ
　　ステム／FRCGC）他2名大気海洋結合モデルで再現
　　された最終氷期極大期における東アジア・北太平
　　洋の大気循環

P114繍・栗原和夫（気象研）他3名水平解像度
　　20㎞全球モデルと気象研究所地域気候モデルに
　　よる現在気候再現性の比較

PIl5醐↓（日本気象予報士会）気温目較差のパワース
　　ペクトルと季節の対応

P116戴（熊本大理／FRCGC）梅雨期の降水偏差に
　　先行する表層温度変動

P117鰍（気象庁気候情報）・石井正好（FRCGC）歴
　　史的海面水温客観解析値のcross　validationによる

　　品質評価

PIl8懸・谷貝勇（気象大）他1名大気大循環モデ
　　ルでシミュレーションされた目本の冷夏について

P119蝋（東大気候システム）・高橋正明（東大気候
　　システム／FRCGC）他1名梅雨期における最近25年
　　間の東アジアの気圧変化

P120糠・近藤豊（東大先端研）他東アジアの冬季
　　一春季光化学オゾン生成と前駆物質の関係

P121磁（環境研）・寺尾有希夫（ハーバード大）他6名
　　ILAS．II観測によるN20とCH、のデータ質検証

P122山本鉱・鱒（名大地球水循環）他5名中国准
　　河中流域における地表面熱収支と大気境界層構造
　　に関する研究

P123縢・米村正一郎（農環研）他7名パッチ領域内
　　のダスト鉛直フラックス推定の試み（ダスト水平フ
　　ラックスから鉛直フラックスの推定）

P124灘・石坂丞二（長崎大）他6名長崎県地方に
　　おける黄砂を含む大気エアロゾルの光学的・物理
　　的特性

Pl25縢・近藤豊（東大先端研）他3名東京におけ
　　る硫酸塩エアロゾルの生成・消失過程

P126蕪・近藤豊（東大先端研）他3名PILSを用
　　いた水溶性有機エアロゾルの実時間測定

P127鷹・三枝信子（産総研）他5名カナダJack
　　Pine幼齢林におけるCO，濃度及び同位体比観測

P128蕊餓・前田高尚（産総研）他9名熱帯林生態系に
　　おける炭素循環のパラメタリゼーション（その
　　2）

P129燃・和田晃（気象大）他5名南鳥島におけ
　　る大気中CO、濃度の顕著な低下現象について

P130顯（FRCGC）モンテカルロ法を用いた三次元
　　放射伝達モデルの開発と性能評価（III）

Pl31鷲・木田秀次（京大院理）他1名長期間の森
　　林構造動態が微気候形成に及ぼす影響に関する研

　　究
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大会第1日〔5月15日〕11：15～12：15
　　　　　　　　　　　　　（＿》は講演者を表す．）

ポスターセッション

PB会場

P151騰（和歌山大教育）・高橋正明（東大気候システ
　　ム）CCSRINIES　AGCMの放射コー・ドを用いた金星
　　中層大気モデルの開発

P152燃・川村誠治（NICT）他10名大気光波状構
　　造キャンペーン2004（WAVE2004）において大気光
　　イメージャ・ナトリウムライダー・ロケットチャ
　　フ同時観測によって得られた大気重力波の描像

P153灘（総研大）・今村剛（JAXA）MGS搭載TES
　　で観測された火星南半球夏極近傍の波動

Pl54繍・楠田博美（東海大教養）他1名惑星β
　　効果を持つ順圧回転水槽実験～チベット高原の力
　　学～

P155繍・小寺勲（防衛大地球）防衛大学校特殊回
　　転風洞における流量測定

P156簾・吉野純（岐阜大院工）他3名側面境界条件
　　の高精度化が風況計算精度に与える影響

P157籔販隻・吉野純（岐阜大院工）他2名高解像度風況
　　計算の効率化・高精度化に関する検討

P158鰍・篠田太郎（名大地球水循環）他8名ウイ
　　ンドプロファイラにより観測された中国准河流域
　　における大気境界層内の鉛直循環

P159鞭（日本気象協会）・森征洋（香川大院教育）
　　女木島における局地的強風「オトシ」の数値シミ

　　ュレーション

Pl60婆翻（福島大理工）福島県北東部の強風出現機構

P161燗・安中さやか（東北大院理）他2名日本の
　　冬季・夏季気温場の卓越モードと大気大循環場お
　　よび海面水温場との関係

P162撒・遠藤洋和（気象庁気候情報）他1名
　　2004年7月に猛暑をもたらした高気圧の成因

P163難（気象衛星センター）螺旋状対流雲域の構
　　造

P164蹴・遊馬芳雄（北大院理）2003年台風第10
　　号の温帯低気圧への変遷過程一北海道日高地方の
　　豪雨の要因一

P165勲（JST）・長谷川明（筑波大環境科学）他2名
　　モンゴル東部における雲の出現パターンと地形起
　　伏の関係

Pl66鎌（北大院理）ノルウェー・ベアーアイラン
　　ドでのレーダー反射強度特性

P167縣・播磨屋敏生（北大院理）他4名2波長レ
　　ーダーを用いた降水量鉛直プロファイルのリトリ
　　ーノくノレ　（2）　一リ　トリーノくノレー

P168櫨・道本光一郎（防衛庁）他3名スプライト
　　とその原因となった冬季雷放電の観測

P169K．KrishnaRedd・BaioGeng（IORGC）他11名
　　Application　of　wind　profilers：Diumal　and　seasonal

　　variation　of　precipitating　cloud　systems　over　Asia　and

　　Westem　Tropical　Paci行c　Ocean

P170燃・川野哲也（九大院理）2004年6月27目
　　に佐賀で発生した竜巻の数値シミュレーション

Pl71蛆農・原昌弘（気象大）梅雨前線上での小低気圧
　　前面で発達したレインバンドの数値実験

P172繍（高層気象台）・中里真久（気象研）他1名
　　2004年9月29日尾鷲付近で発生した集中豪雨の
　　事例解析一降水システムの発生から形成期にかけ

　　て一

P173鰍（気象庁予報）レーダー三次元情報のフラ
　　クタル解析による短時間地上雨量予想一気象学の
　　数値モデルではない、気象学および大気電気学の
　　概念モデルに基づくコアの動態解析一

P174鰍・二階堂義信（気象大）温位座標系を用い
　　た数値予報モデルの開発と実験

P175灘（気象研）・経田正幸（気象庁数値予報）他1
　　名平成16年新潟・福井豪雨のメソアンサンブル
　　予報実験（序報）

Pl76礁・杉田考史（環境研）他3名ILAS－IIにお
　　ける新しい接線高度決定法について

Pl77撒・泉岳樹（都立大理）他1名空間分布を考
　　慮した大気補正による衛星データからの地表面温
　　度の推定

P178繍（JAXA）・日暮明子（環境研）他3名
　　ADEOS－II　GLIエアロゾルプロダクトの検証

P179購・水谷耕平（NICT）他8名航空機搭載コ
　　ヒーレントドップラーライダー観測②

Pl80灘（NICT）MSPC－WPRによる大気の高密度
　　3次元観測システムの検討

P181撫（京大生存研）・瀬古弘（気象研）他3名大
　　気レーダーを用いた大気水蒸気プロファイル推定

　　への変分法の導入その3

P182㈱・友利方彦（JR東日本）他2名高密度降
　　雨情報表示システムの試作及び精度検証について

Pl83燃・釜堀弘隆（気象研）下層雲出現時のラ
　　ジオゾンデによる気象要素の特徴

P184礁・遠峰菊郎（防衛大地球海洋）他3名熱
　　気球による気温逆転層付近の観測と解析

P185繍（防災科研）・和泉薫（新潟大）他2名続雪
　　形って知ってますか？一白山の雪形「猿たばこ」

P186漁（北海道旭川西高）室内でおこなう気象実
　　験（n）一北京・索尼探夢の科学イベントー
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大会第2日〔5月16日〕09：30～11330
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

一般ロ頭発表

気候システム10

A会場

　　　　　　　　　　　　座長：野田彰（気象研）

A201㈱・野田彰（気象研）他37名20㎞全球大気モ
　　デルによる地球温暖化実験結果の概要

A202㈱・吉村裕正（気象研）他3名全球大気モデル
　　による梅雨再現性の水平分解能依存性

A203鞭（気象研）・大内和良（AESTO／気象研）他4名
　　20㎞格子全球大気モデノレによる温暖化実験にお
　　ける台風一発生頻度と最大強度の変化一

A204撒（AESTO／気象研）・吉村純（気象研）他4名
　　20㎞格子全球大気モデルによる温暖化実験にお
　　ける台風一最大風速や持続日数の変化一

A205轍雄（気象研）・水田亮（AESTO／気象研）20㎞
　　格子全球モデルによる極端な気温現象の地球温暖
　　化による変化

A206よ勲（気象研）超高解像度全球モデルを用いた、
　　温暖化時の極端な降水現象に関する予測

A207測鷹・鬼頭昭雄（気象研）20㎞メッシュ全球モ
　　デルでの熱帯降水量日変化とその検証

A208灘雄・荒川理（気象研）20㎞メッシュ全球モ
　　デルでの熱帯降水量日変化の温暖化による変調

A209撫（AESTO／気象研）・吉村裕正（気象研）他2名
　　20㎞格子全球大気気候モデルにおける中緯度対
　　流圏界面物質交換

A210㈱（AESTO）・村上正隆（気象研）他9名水平
　　解像度20㎞全球大気モデルと5㎞非静力学領域
　　気候モデルを用いた現在気候実験の雲物理量の比
　　較

物質循環ll
B会場

　　　　　　　　　　　　座長＝澤庸介（気象研）

B201蹴・松枝秀和（気象研）他4名富士山山頂で冬
　　季に観測された顕著なCO濃度上昇

B202嚥・塩谷雅人（京大生存研）夏季アジアモン
　　スーン領域における対流圏界面付近の水蒸気変動

B203風醸・木田秀次（京大院理）日本付近に到達する
　　空気塊輸送経路の確率分布（2）

B204繍（総研大）・山内恭（極地研／総研大）他1
　　名南極域における対流圏大気輸送の季節変化

　　　　　　　座長：竹見哲也（東工大院総合理工）

B205騰・久慈誠（奈良女子大）他4名GLIセン
　　サの紫外波長観測データを用いた黄砂の推定

B206灘（東工大院総合理工）・安井元昭（NICT）他2
　　名乾燥地における境界層対流によるダストの輸送
　　過程

B207鰍・甲斐憲次（名大）他7名タクラマカン砂
　　漠における接地逆転層の崩壊に伴った同時多発的
　　なダスト発生一ライダーと数値モデルを用いた研
　　究一

B208後藤誠・喩（名大環境）他6名タクラマカン
　　砂漢におけるダスト層の鉛直分布と風系に関する
　　研究

B209大和田道雄（愛知教育大）・繍（愛知教育大院）
　　日本列島における黄砂飛来のメカニズムと気圧場
　　との関係

B210謙・平田雄志（大阪大院）他1名ナノサイズ厚
　　の水溶性物質が表面に沈着した非水溶性ダストの
　　雲粒凝結特性
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大会第2日〔5月16日〕09：30～11330　一般ロ頭発表
　　　　（＿は講演者を表す．【OHPIはOHP使用予定講演を示す．）

熱帯大気ll

C会場

　　　　　　　　　　　　座長：森一正（気象研）

C201灘（ウェザーマップ）・渡辺正太郎（慶応義塾
　　大）　ドボラック法による台風観測の問題点につい

　　て～台風は本当に昔より弱くなったのか？～
　　【OHPI

C202鰹・板野稔久（防衛大）他2名台風0314号
　　の宮古島通過時の構造について

C203羅・石川裕彦（京大防災研）台風発生過程の数
　　値解析

C204欄（FRCGC）格子間隔20㎞モデルにおける
　　台風の発生過程

C205無（気象研）台風発生過程におけるMCS

C206漁・富田浩文（FRCGC）他3名全球雲解像モ
　　デルによる水惑星実験の日周期

C207勲・塩谷雅人（京大生存研）他4名みらいラ
　　イダー観測に見られる熱帯対流圏界面領域の絹雲
　　変動

C208繍（AESTO）・岡本創（東北大理）他6名熱帯
　　海洋上において海洋地球研究船「みらい」で観測
　　された中層に雲底を持つ雲の発生状況と成因

気象教育

　　　　　　　　　　　　座長：森一正（気象研）

C209撫（慶磨義塾高）・吉田優（日本気象協会）作
　　画ソフトを使った演習教材の開発とその授業での
　　利用

相互作用
D会場

　　　　　　　　　　座長：松島大（東北大院理）

D201松浦陽介・繍（東北大院理）モンゴル国の半乾
　　燥域における展葉開始期と気象条件の関係

D202灘（気象研）・木田秀次（京大）陸面植生モデ
　　ルBAIM　Ver．2（BAIM2）とそれを組み込んだ気候
　　モデルによる数値実験（II）

D203縣（米国YSA社）建造物の壁内温度の日変
　　化が都市での汚染物質の輸送・拡散に与える影響
　　に関する数値シミュレーション

D204漁・金賀将彦（東工大理工）他1名3次元簡易
　　都市キャノピーモデルの構築と屋外縮小模型都市
　　を用いた実験

D205簾・神田学（東工大）LESによるエネルギー
　　とCO・に関する点計測インバランスの評価

D206田中亮・撚（東大海洋研）他1名Dust　Devilの
　　発生環境と構造に関する数値的研究

　　　　　　　　　　座長：久保田尚之（10RGC）

D207鰍・植田洋匡（京大防災研）他1名風波上の
　　気流の数値計算

D208㈱（東洋大院生命科学）・小林裕司（伊豆潜水
　　調査センター）他3名季節境界推定法における判
　　定基準の仮設定一伊豆諸島周辺を例として一

D209嚥（東洋大院生命科学）・小林裕司（伊豆潜水
　　調査センター）他3名梅雨期における深度別海水
　　温変動の特徴について一LFDによる夏の暑冷予測

　　法一

D210灘（IORGC）季節内振動に伴うじょう乱が暖
　　水域の海洋表層に与える影響
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大会第2日〔5月16日〕11：30～12：30
　　　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す．）

ポスターセッション

PA会場

P201漬撫・高薮縁（東大気候システム）
　　MJOIENSOの位相に対する擾乱の運動エネルギー
　　収支～鉛直構造と西風バースト発生との関係～

P202騰・安藤晴夫（都環科研）他5名2002年8月
　　～2004年10月の東京都区部における気温分布の
　　特徴について

P203聴・秋山祐佳里（都環科研）他5名METROS
　　で捉えた東京都心部における風系

P2（》4瓢・安藤晴夫（都環科研）他5名2004年夏期の
　　東京都区部におけるヒートアイランドの実態につ

　　いて

P205羅・横山仁（都環科研）他5名2004年8月
　　10日に都区部で観測された局地的降雨時の気象状
　　況について

P206騰・市野美夏（都環科研）他5名東京都区
　　部における2004年12月5目の異常昇温

P207鳳・大橋唯太（岡山理科大総合情報）岡山市
　　におけるビル街と住宅街の気象要素の違いにっい

　　て

P208衷騰・近藤裕昭（産総研）他6名異なる街区
　　内における多点気温観測および都市キャノピーモ
　　デルによる評価一2004年夏季観測を例にして一

P209鷹・森脇亮（東工大理工）他1名東京湾およ
　　び都市における冬期のフラックス比較一熱収支・
　　CO2フラックスの相違一

P210灘・大畑哲夫（IORGC）他1名Seasonal　and
　　inter－annUal　VariatiOn　Of　SnOW　COVer　SUrfaCe

　　sublimation　in　southem　Siberia　and　north－eastem

　　Mongolia

P211よ願（千葉大理）・鈴木力英（FRCGC／千葉大
　　CEReS）他1名冬の季節風吹き出し時における
　　GPSデータを使った水蒸気の動態の解析

P212誠億（名大院環境）・市井和仁（San　Jose　State

　　Univ．／NASA　AMES）他1名熱帯雨林における植生
　　と気候システムとの動的な関連

P213燃・佐々木秀孝（気象研）他7名大気海洋結
　　合地域モデルを用いた温暖化予測実験

P214撒（気象研）・金光正郎（スクリップス海洋
　　研究所）アンサンブル長期積分実験による潜在的
　　季節予報精度の長期変動

P215Xiaomei　Pan・中村洋一（目本工業大工）他1名静
　　止気象衛星画像を用いたアジア・オセアニア地域
　　における降水量の検討

P216鰍・小寺邦彦（気象研）地球温暖化に伴う北
　　極振動に似た構造の成因一成層圏と対流圏の寄与

P218灘（都立大理）・森島済（江戸川大）他1名フ
　　ィリピンにおける雨季入り・雨季明けの経年的特
　　徴

P219撒・新居知巳（群馬大教育）モンゴルにおけ
　　る「雨期の中休み」期間の大規模循環場の特徴

P220鰍（名大院環境）・蔵治光一郎（東大）他1名
　　ボルネオ島西部における降雨活動の目変化特性

P221繍・内山明博（気象研）他2名最尤法に基
　　づいたinversionによるスカイラジオメーターの解
　　析プログラム

P222轍・檜山哲哉（名大地球水循環）他3名中国
　　・黄土高原における大気境界層観測一大気境界層
　　発達過程の日変化及び季節変化特性一

P223躾騰（千葉大理）・近藤昭彦（千葉大CEReS）東
　　アジアにおける黄砂の発生頻度と土地被覆条件お
　　よび気象条件の関係

P224轍・高橋けんし（名大STE研）他3名目本に飛
　　来した黄砂エアロゾルのレーザーイオン化個別粒
　　子質量分析装置によるリアルタイム分析

P225騰・黒崎泰典（気象研）他7名北アフリカ・
　　中東から日本への鉱物ダストの輸送の可能性

P226川本未来・灘（熊本県立大環境共生）他1名熊
　　本県天草で観測されたSO、の排出地域の推定

P227勲眞・伊藤昭彦（FRCGC）気候一陸域炭素循環
　　結合モデルの開発

P228鰍・山本晋（産総研）他4名冷温帯落葉広葉
　　樹林における炭素吸収速度の長期観測とその検証

P229繍（極地研）・青木周司（東北大院理）他2名
　　北極域における大気中メタンの炭素同位体比の変
　　動

P230撫・藤枝鋼（気象研）他2名室温下における
　　CO215μm帯の吸収線パラメータの測定

P231撚・粟田孝（北大低温研）他3名森林内の積
　　雪水量と融雪量分布

P217繍・安成哲三（名大地球水循環）アジアにお
　　ける冬季地上気温の経年変動とその要因
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大会第2日〔5月16日〕11：30～12：30
　　　　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す．）

ポスターセッション

PB会場

P251認（極地研）・吉識宗佳（環境研）他2名南極
　　昭和基地上空で観測された下部成層圏短周期擾乱

P252撚・宮原三郎（九大理）他1名MLT領域潮汐
　　波の変動とプラネタリー波の変動について

P253雛・塩川和夫（名大STE研）他4名中間圏の大
　　気光画像中に現れた湾曲波面を持つ大気重力波の
　　構造

P254鞭・金久博忠（気象大）ジェット気流上の強
　　制波動

P255轍・高橋義宏（東海大教養）他1名鉛直設置型
　　閉ループ内熱対流実験における主流の反転

P256轍（筑波大陸域環境）直交ウェーブレット変換
　　から見た温度と水蒸気量の相似性

P257』裏懸・宮崎真希（東京理科大）他4名関東内陸
　　におけるガス状・粒子状物質の測定方法の比較検

　　討

P258鰍・真野佑輝（東京理科大）他4名夏季の関
　　東内陸部におけるPM2．5の水溶性無機成分と質量
　　濃度の関係

P259鰍（富山大院理工）・川村隆一（富山大理）GPS
　　可降水量からみた東北地方におけるヤマセの実態

P260繍（東北農業研究センター）山形県庄内地
　　方において観測された台風0415号接近に伴うフェ
　　ーンの特徴

P261臓・．里燃（名大院環境）他1名夏季晴天
　　目の濃尾平野における局地循環の鉛直構造に関す
　　る研究

P262燃・菅田誠治（環境研）黄砂の長距離輸送時
　　における寒冷前線の時間発展一2002年3月の事
　　例解析一

P263顯・中澤哲夫（気象研）他1名マイクロ波セ
　　ンサーのデータを用いた台風の強度推定法に関す
　　る研究（第4報）

P264嫌（神戸大自然）・村田文絵（地球研）他
　　Sumatora島西部で観測された移動する雲システム
　　の降水域の特徴

P265鰍（富山地方気象台）・榊原均（気象研）2003
　　年1月27日から28日にかけて日本海で急発達し
　　た低気圧内の3次元構造

P266難（NICT）・阿波加純（北海道東海大）融解層
　　の衛星搭載マイクロ波放射計輝度温度へ与える影
　　響の評価（その2）

P267鰍・小林文明（防衛大）他1名GOES－9を用
　　いた北日本太平洋岸における夜間下層雲の動態

P268撒・重永悠介（山口大）他1名熱帯西太平洋
　　上に発達する降水雲の雲物理観測

P269轍・森本健志（大阪大院）他3名ウィンドプ
　　ロファイラレーダとVHF波帯広帯域ディジタル干
　　渉計による雷活動時の大気の流れに関する事例解
　　析（1）

P270騰（京大院理）・林泰一（京大防災研）南アジ
　　アにおけるトルネードパラメータの時空間分布の
　　特徴について

P271繍・麻生正（気象大）他1名台風周辺からの
　　暖湿流による前線付近での豪雨の発生要因と構造

P272騰・新野宏（東大海洋研）理想化した系にお
　　ける梅雨前線上のメソα低気圧の数値実験

P273撫（富士通FIP）・渡部文雄（気象庁気候情報）他
　　4名適切な確率予報を行うためのアンサンブル1
　　か月数値予報の補正

P274深尾一仁・磁（岐阜大工）他3名メソ気象モデ
　　ルの高解像度化が予測精度に与える影響

P275題戴・國井勝（気象研）他2名　ドップラーレーダ
　　動径風やGPS水蒸気量を用いた豪雨や短時間強雨
　　をもたらした降水系の同化実験（その1）

P276繍・蜘CT）他2名一標準　　アルゴリズムによる陸上の降雨強度推定値の偏差

P2774礁・三田昭吉（気象大）静止気象衛星データ
　　を用いた地表面温度の算出

P278轍（気象研）・青山雄一（京大生存研）他1名
　　GPSダウンルッキング掩蔽法：一次勾配を考慮し
　　た屈折率プロファイルの補正

P279轍・岡本創（東北大院理）他4名全球3次元
　　エアロゾル輸送モデルと2波長偏光ライダデータ
　　から導出されたエアロゾル鉛直分布の比較

P280Nanda　B．Adhikari・瀬戸心太（NICT）他4名On　the

　　perfbmlance　of　rain　f士om　GPM　dual－ffequency
　　precipitation　radar　mesurements：An　assessment　with

　　nUmeriCal　SimUlatiOn

P281磁（名大院環境）・中村健治（名大地球水循環）他
　　3名沖縄偏波ドップラ降雨レーダ（COBRA）による
　　晴天大気エコーの観測

P282鰍・中島健介（九大理）他2名飛行機に伴う
　　気圧変動の観測

P283轍・遠藤菊郎（防衛大地球海洋）他2名熱気
　　球により観測された気温逆転層付近の風速、比湿
　　の変動

P284騰艶・北和之（茨城大）他3名航空機搭載型紫
　　外分光計Airbome－OPUSによるオゾンカラム量導
　　出の試み

P285簑騰（気象研）モーメント推定手法の改善：境
　　界層レーダー観測の誤差評価のシミュレーション

P286撚（北海道教育大教育実践総合センター）・
　　坪田幸政（慶磨義塾高）中学生向け科学体験学習プ
　　ログラム‘気象情報を読む’の開発と内容妥当性
　　の検証
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大会第2日〔5月16日〕13：30～17：00
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

専門分科会

　　　　　　　　　　　　　　　A会場

r日本における再解析＝～作る立場から、利用する立場から～』

趣旨説明：山崎信雄（気象研）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：山崎信雄（気象研）

＊＊＊A251撚（気象庁気候情報）・JRA－25実施グループJRA－25長期再解析プロジェクト

＊＊A252燃（気象庁気候情報）長期再解析プロジェクト：JRA－25へのTOVS観測の適用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：増田耕一（FRCGC）

・A253戯罠（気象庁気候情報）・初鹿宏壮（電中研）他3名JRA－25長期再解析プロジェクトJRA－25再解析のアマゾ

　　　ン域の乾燥化について

＊A254繍（地球研）大気水収支法と再解析モデルにより計算される蒸発散量一黄河流域の比較例一

＊＊A255撚・宮田裕之（東海大海洋）全球海上潜熱フラックスデータの比較

＊＊A256灘・沖大幹（東大生産研）他1名降水安定同位体を用いたJRA－25大気水循環場の評価

＊A257㈱・山崎信雄（気象研）他2名JRA－25データで見るモンスーン季節進行と大気加熱

＊＊A258植村恵子・熊（富山大理）他1名JRA－25再解析を用いたアジア・西太平洋夏季モンスーン循環場の解

　　　析

＊＊A259離（筑波大陸域環境）・田中博（筑波大計算科学）JRA－25，ERA－40，NCEFNCAR再解析データにおける全

　　　球エネルギーサイクルの比較（その2）

＊A260撚・松本淳（東大院理）ユーラシア東部における再解析データの気圧・高度場の長期比較

＊A261笈撫・初鹿宏荘（電中研）他2名JRA－25長期再解析データにおける月平均地上気温の変動とトレンド

休憩（10分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長＝望月崇（FRCGC）

＊＊A262騰・石田信浩（FRCGC）他11名四次元変分法を用いた大気海洋陸域結合データ同化システム

＊A263黙・杉浦望実（FRCGC）他4名四次元変分法を用いた大気海洋陸域結合データ同化システムによるアン
　　　サンブル気候値同化実験

＊A264墳瞭（FRCGC）・淡路敏之（FRCGC／京大理）他6名四次元変分法海洋データ同化システムを用いた1990
　　　年代再解析実験

＊A265轍尊・石田信浩（FRCGC）他6名アジョイントモデルを用いた水蒸気の逆追跡

＊A266縣・五十嵐弘道（FRCGC）他6名アジョイントモデルを用いた結合感度解析

各講演の持ち時間：＊10分，＊＊14分，勅＊20分
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大会第2日〔5月16日〕13：30～17：00
　　　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

専門分科会

　　　　　　　　　　　B会場

r　rメソ対流系』研究の到達点とこれから』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：吉崎正憲（気象研）

＊B251鞭・加藤輝之（気象研）他2名　rメソ対流系」研究の到達点とこれから一全体報告

＊＊B252燃・折笠成宏（気象研）他4名冬季日本海上に出現した様々な雲システムの航空機観測

＊＊B253猛よ蕊（IORGC）冬季日本海における大陸沿岸付近での大気海洋相互作用

＊＊B254撚・坪木和久（名大地球水循環）海岸部に沿って長時間停滞した2本の降雪バンドの構造と維持過程

＊＊B255撫・林修吾（気象研）他2名冬季メソ対流系の構造とメカニズム解明における特別観測と雲解像数値
　　　実験の重要性

休憩

＊＊B256繍・手柴充博（京大生存研）他3名X－BAIU観測が明らかにした甑島ラインの発生・発達メカニズム

＊＊B257轍（京大防災研）・篠田太郎（名大地球水循環）他5名航空機G2を用いた水蒸気前線の直接観測と今後

　　　の降水系観測に対する指針

＊＊B258鰍（気象研）梅雨前線帯での豪雨の発生・維持機構一梅雨ジェットの定義からメソ対流系内での積乱

　　　雲の動き一

総合討論

各講演の持ち時間：＊10分，鼎25分
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大会第2日〔5月16日〕13330～17：00
　　　　　　　　　　　　（＿＿は講演者を表す）

　　　　　　　　　　　　　　C会場

　　　　　　　　　r顕著現象の予測可能性』

専門分科会

趣旨説明：大淵済（地球シミュレータ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：大淵済（地球シミュレータ）

＊＊C251勲・久保田拓志（京大防災研）他3名予測可能性の変動に関する理論と実際

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：中澤哲夫（気象研）

　＊C252蝋・経田正幸（気象庁数値予報）気象庁特異ベクトル法による顕著現象予測に影響を及ぽす摂動の計
　　　算

　＊C253具免泳（釜慶大環境大気）・繍（気象庁数値予報）気象庁週問アンサンブル予報による顕著現象予測可能

　　　性

　＊C254㈱・大淵済（地球シミュレータ）2004年7月20目に関東地方で発生した猛暑のシミュレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長＝向川均（京大防災研）

　＊C255轍（東工大院総合理工）他異なる静的安定度の環境におけるメソ対流系の水蒸気プロファイルに対す
　　　るインパクト

　＊C256轍・國井勝（気象研）他3名2004年6月30目，静岡で発生した豪雨のGPSデータ同化・予測実験

　＊C257責撫・永戸久喜（気象研）衛星搭載マイクロ波放射計データの非静力雲解像モデルヘの同化法の開発
　　　　（その2）

総合討論「目本における予測可能性研究の今後の展開」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：大淵済（地球シミュレータ）

各講演の持ち時間：＊20分，鼎30分

88 “天気”52．4．



313

大会第2日〔5月16日〕13：30～17300
　　　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

専門分科会

　　　　　　　　　　　　　　　　D会場

r複雑多様な陸面諸過程の全体像の把握はどこまで可能か？
　　　　　　　　　　　その方策を模索する。』

趣旨脱明：馬淵和雄（気象研〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：桑形恒男（農環研）

D251杉田倫明（筑波大院生命環境）地表面フラックス：点での観測，線・面の推定値

D252山本晋・三枝信子（産総研）他1名プロットスケールの炭素収支観測を如何にして，衛星リモセンデータ面的解

　　析，陸域モデルによる炭素収支マッピングに結びつけるか？

D253末田達彦（愛媛大農）・日下部朝子（早稲田大人問科学）他2名航空レーザー測距法による葉面積指数の広域測定

休憩（10分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長＝渡辺力（森林総研）

D254西田顕郎（筑波大農林工）衛星リモートセンシングによる陸域生態情報の定期的な観測における問題

D255伊藤昭彦（10RGC）陸域物質循環の不確定性とモデリング

D256小泉博（岐阜大流域圏科学）環境研究のための新たな学問分野、　r衛星生態学」の創生

座長：馬淵和雄（気象研）

総合討論（30分）

各講演の持ち時間：25分
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大会第3日〔5月17日〕09：30～11：30　一般ロ頭発表
　　（＿は講演者を表す。【書画カメラ1は書画カメラ使用予定講演を示す．）

気候システムl　l1

A会場

　　　　　　　　　　　座長：佐藤尚毅（10RGC）

A301殿境・松枝未遠（筑波大）地球大気の特異固有解
　　として得られる北極振動

A3021墨臨（気象研）他2名南半球環状モードヘのオ
　　ゾンのインパクトー大気二化学結合モデルの解析一

A303撫（気象研）太陽活動の影響はどこに見られ
　　るのか？

A304燃（東海大）・立花義裕（東海大／FRCGC）他2名

　　AOはENSOを駆動するか？一AOと熱帯太平洋
　　下層風一

A305難（北大院環境科学）・渡部雅浩（北大院地球
　　環境）他1名山岳強制下における中緯度大気海洋
　　結合系の気候形成

A306磁・木本昌秀（東大気候システム）高解像度
　　CCSR／NIESIFRCGC　GCMにおける大気海洋結合効
　　果

A307㈱（IORGC）・高橋正明（東大気候システム
　　／FRCGC）南鳥島収束帯の形成と上層寒冷低気圧と
　　の関係

A308礁（名大院環境）・安成哲三（名大地球水循環）
　　インドシナ半島における気候学的な降水量減少と
　　それのモンスーン循環の季節進行への影響

A309鯉・林泰一（京大防災研）Active　week　and
　　break　phases　ofthe　Indian　summer　monsoon

A310繍（IORGC）・CEOP／Tibet観測グループ夏
　　のチベット高原にもたらされる水蒸気輸送とその
　　起源

A311轍・塩谷雅人（京大生存研）他1名亜熱帯海洋
　　上における下層雲量の季節変動に対するエアロゾ
　　ルの影響

物質循環llI
B会場

　　　　　　　　　　　座長：直江寛明（気象研）

B301騰・池上三和子（気象研）他5名対流圏中部
　　におけるエアロゾル粒子の組成の緯度分布一
　　PACE－3航空機観測1書画カメラl

B302轍・岡田菊夫（気象研）他4名大気煤粒子の
　　混合状態と光吸収特性について［書画カメラ】

B303撒（産総研）・五十嵐康人（気象研）他4名富
　　士山頂における2003年シベリア森林火災煙の光学
　　・化学特性の測定

B304灘雄（東大気候システム）・矢吹正教（極地研）他

　　2名APEX総合観測期問中に奄美大島で測定した
　　春季の大気エアロソル（3）粒径別化学組成と光学測

　　定から求めた単一散乱アルベドの比較

B305Geny　Bagtasa・鰍（千葉大CEReS）他3名
　　Aerosol　MEE　values　derived　ffom　continuous
　　operating　lidar　observation

B306㈱・植田洋匡（京大防災研）他1名三宅島起
　　源硫酸エアロゾルにより気相に追い出された硝酸
　　・塩酸による間接的環境酸性化

B307鰍・宮川拓真（東大先端研）他4名東京にお
　　ける1次および2次有機エアロゾルの濃度変動

B308麟・近藤豊（東大先端研）他7名都市大気中に
　　おける硝酸のガスーエアロゾル分配比の評価一鉛
　　直混合の影響

B309撚雄（愛知教育大）・櫻井麻理（名古屋市）大
　　気環境濃度に及ぼす局地風の影響

B310勲（京大院理）・古谷望（松下電器産業）他2名
　　SAGE　IIデータを用いた成層圏エアロゾルの解析
　　～季節変動及び準2年周期振動～

90 “天気”52．4．



315

降水システム1

大会第3日〔5月17日〕09：30～11：30
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

C会場

　　　　　　　　座長＝加藤内蔵進（岡山大教育）

C301甑・米山邦夫（10RGC）他11名パラオ周辺
　　域におけるデュアルドップラーレーダー観測の概

　　要

C302漁・城岡竜一（FRCGC）他11名　ドップラー
　　レーダーで観測されたパラオ周辺域の層状性降水
　　システムについて

C303駄・折笠成宏（気象研）他7名ミリ波レーダー
　　で観測した山岳性降雪雲の平均像

C304撒・堀江宏昭（NICT）他1名雲レーダで観
　　測された非降水粒子による境界層エコーについて

C305雛・小林文明（防衛大地球）他1名ガストフ
　　ロントの微細構造（2）

C306囎↓・赤枝健治（気象庁）関東地方を通過した
　　寒冷前線に伴う降水雲のデュアルドップラーレー
　　ダー解析

C307撚・福原正明（徳島地方気象台）2003年7月
　　18，19日徳島県南部で発生した集中豪雨について
　　一局地前線の停滞・強化メカニズムー

C308燃（鹿児島地方気象台）2004年11月11目、
　　鹿児島県種子島南部で発生した集中豪雨の事例解

　　析

C309鰍（岡山大理）・加藤内蔵進（岡山大教育）他1
　　名西日本の梅雨前線と線状降水帯の複合系のふる
　　まいについて（2001年6月19日頃の事例解析）

C310繍・石川裕彦（京大防災研）梅雨前線北西側
　　の中層乾燥空気が豪雨に与える影響

C311漬撫（名大地球水循環）・上田博（名大地球水循
　　環／IORGC）他5名湿潤環境場における対流セルの
　　寿命と蒸発冷却による浮力生成量の関係一2001年
　　長江下流域梅雨期集中観測で観測された降水バン

　　ドー

C312繍・加藤内蔵進（岡山大教育）1998年の中
　　国大陸上の梅雨前線の南側と北側双方の領域にお
　　ける水蒸気の維持過程と広域陸面について

大気力学1

一般ロ頭発表．

D会場

　　　　　　　　　　　　座長：森厚（学芸大）

D301猟・岩山隆寛（神戸大院自然）非線形項によ
　　って補正されたエクマンパンピングに関する理論

　　的研究

D302薦（学芸大）回転系の2次元水平対流に現れる境

　　界層

D303想欄↓（FRCGC）・Tivon　Jacobson（東大院理）他1

　　名層厚重みづけ平均NS方程式のエネルギーサイ
　　クルー低解像度海洋モデルにおける傾圧不安定渦
　　のパラメータ化にむけて一

D304鰍（九大院総理工）・伊賀啓太（東大海洋研）
　　帯状収束雲に伴う前線の特徴と擾乱の発達

D305礁（九大応力研）2次元熱対流による平均流
　　励起一Thompsonメカニズムに関連して一

D306黙・三浦裕亮（FRCGC）他3名全球雲解像モ
　　デルNICAMによる水惑星実験（2）

D307繍（神戸大自然／IORGC）水平対流論の再考
　　（局地循環から子午面循環まで）

D308上村和也・繍（東海大教養）他2名惑星β効
　　果を持つ傾圧回転水槽実験一半球規模対流圏の再
　　現を目指して一

D309騰（和歌山大教育）・高橋正明（東大気候システ
　　ム）金星大気大循環における地形の影響

D310川崎泰宏（東大理）・燃（JAXA）他1名
　　MGSITESの赤外輝度データによる火星大気の波数

　　スペクトル

D311蝋（東大気候システム）・高橋正明（東大気候
　　システム／FRCGC）火星大気の北極振動
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大会第3日〔5月17日〕11：30～12：30
　　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す。）

ポスターセッション

PA会場

P301灘・津田敏隆（京大生存研）熱帯における年
　　輪気候学に関する基礎技術開発

P302繍・飯塚聡（防災科研）他2名東南・南アジ
　　アに降水をもたらす南シナ海起源の擾乱

P303燃・城岡竜一（IORGC）他3名西進波に影
　　響されたニューギニア島起源の目変化する対流活
　　動（2）

P304騰（京大院人間環境）・森永修司（京大理）他1
　　名京都都市気象観測多点観測用気象測器の開発

P305轍・梅谷和弘（京大院人間環境）他5名京都都
　　市気象観測気温の水平高密度観測

P306騰（京大院人間環境）・矢島新（京大院地球環
　　境）他2名京都都市気象観測気温の鉛直分布連続
　　観測

P307蹴・酒井敏（京大院人間環境）他2名京都都市
　　気象観測都市部と郊外の比較

P308燃・菅原広史（防衛大）他6名建物群におけ
　　る熱フラックスと気流場の実測

P309勲・高島亜紗（東工大理工）他2名屋外都市
　　準実スケールモデル実験の紹介とその地表面特性
　　の基礎的検討

P310獅・新田晴美（東工大）他1名低層住宅街にお
　　けるCO2，H20，温位の鉛直分布特性

P311騰（山口大農）・張継権（東北師範大）他1名
　　旧満州気象データベースの構築と満蒙開拓団の送
　　出母村と移民地における農業気象環境の比較

P312聰（京大生存研）”目本雲アトラス”の紹介

P313議・榎本剛（地球シミュレータ）他2名大気大
　　循環モデルの大規模凝結過程の改良

P314灘・佐々木秀孝（気象研）他3名地域気候モデ
　　ルによるチベット高原の積雪過程のシミュレーシ
　　ョン実験

P315醐↓（日本気象予報士会）・上條賢一（東洋大院生

　　命科学）500hPa等圧面高度のLFD解析一2003年
　　の冷夏時の特徴について一

P316礁・木本昌秀（東大気候システム）他1名春
　　季ユーラシア域の地表面気温変動の要因と夏季の
　　気圧場への影響について

P317鰍・田中博（筑波大）2003年目本の冷夏の解
　　析と夏季の北極振動の数値実験

P318撫・吉田聡（地球シミュレータ）他1名
　　CFESによる高解像度大気海洋結合シミュレーシ
　　ョン

P319騰・安成哲三（名大地球水循環）南シナ海上
　　における30－70日周期変動の長期変動

P320㈱・植田宏昭（筑波大）ERA40を用いたイン
　　ドシナ半島における非断熱加熱の減少トレンド

P321撚・柴田清孝（気象研）他1名気象研究所化学
　　輸送モデルで再現された極渦内オゾン場の精度向
　　上について

P322灘（FRCGC）チベット高原の大気境界層と地
　　上気象要素の日変化一植生と雲の影響一

P323縣（国土環境）・吉野正敏（国土環境／国連大）他2

　　名東アジアにおけるダストイベント発生と降水と
　　の関係

P324磁ジ眞木貴史（気象庁環境気象）気象庁黄砂
　　予測モデル（MASINGAR）の陸面テー・ブルの更新
　　について

P325畏鰍・三上正男（気象研）他4名東アジアにお
　　けるNDVIとダスト発生臨界風速の関係

P326撒（宮崎大）・川崎拓哉（宮崎大院）他1名沿
　　岸域における海塩粒子生成率の推定について

P327上出一美・轍（気象庁環境気象）逆解析を用
　　いた亜大陸規模でのCO・月平均フラックスの解析

P328轍・中澤高清（東北大院理）他4名森林生態
　　系における酸素濃度と二酸化炭素濃度の変動にっ

　　いて

P329轍（宮城教育大）・青木周司（東北大院理）他10
　　名中国における大気中の二酸化炭素とメタンの観
　　測

P330繍・浅野正二（東北大院理）他1名
　　NOAA－AVHRRデータを用いたヤマセ雲の放射変
　　化

P331謙（東大生産研）・金元殖（ソウル大）他5名タ
　　イ熱帯モンスーン気候帯におけるMATSIROの1
　　次元オフライン検証実験
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大会第3日〔5月17日〕11：30～12330
　　　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す．）

ポスターセッション

PB会場

P351漁・廣岡俊彦（九大理）他1名成層圏突然昇
　　温の予測可能性～2001／02年と2003／04年の事例
　　の比較～

P352裏醸（名大院）・鷹越（愛教大）他3名総観規模
　　擾乱に伴って観測されるメソスケール気圧擾乱の
　　研究

P353麟・木本昌秀（東大気候システム）北半球冬
　　季ストームトラックの長周期変動に対する応答

P354鰍（九大理）積雲対流の大規模組織化の数値
　　実験二惑星規模の「対流不安定」

P355糠（東北大理）大気境界層の相似則と演繹さ
　　れる諸法則

P356騰・杉田倫明（筑波大生命環境）航空機観
　　測データを用いた混合層分散法による地表面フラ
　　ックスの推定

P357撚（筑波大院環境）・松島大（東北大院理）他1名
　　非一様植生面上での大口径シンチロメーターを用
　　いた地表面熱収支の観測

P358膿・渥美裕史（上越教育大自然）他1名新潟
　　県上越地方日本海沿岸～長野県北部における移動
　　性高気圧下の気圧、気温、風向・風速分布の移動
　　観測の試み

P359鱒（東北農業研究センター）他山形県庄内
　　地方に発生する局地風清川ダシの現地気象観測
　　　（4）一2004年8月29－30目の風速分布一

P360漁（神戸大自然）・山中大学（神戸大学
　　／10RGC）他1名六甲山地周辺の局地循環に関する
　　数値シミュレーション

P361勲・前田修平（気象庁気候情報）他1名アジア
　　ジェットに捕捉された準定常ロスビー波と目本の
　　天候

P362灘・石川裕彦（京大防災研）台風の温帯低気
　　圧化およびそれに伴った豪雨に関する研究

P363轍・中島健介（九大院理）鉛直シアー場に
　　おける冷却による渦生成

P364藤騰・手柴充博（京大生存研）他5名台風0416
　　号（Chaba）中心付近の構造とその変化

P365羅・筆保弘徳（防災科研）梅雨期の小低気圧通
　　過頻度について

P366濾（気象研）台風に対する海洋の応答一レビ
　　ュー及び2004年台風シーズンにおける海洋応答一

P367蝋・菊地勝弘（秋田県立大）他1名レーザ
　　ーシーロメータ（LD－40）による秋田上空の雲底高度

　　の変動一台風16号通過に伴う雲底高度の観測一

P368燃・村上正隆（気象研）他8名SnowWhite水
　　蒸気センサーと雲粒子ゾンデによる巻雲の同時観
　　測（序報）

P369鎌・花田隆（防衛庁）他3名SAFIRによる小
　　松飛行場周辺における航空機被雷の統計解析

P370轍・城岡竜一（FRCGC）他6名パラオ諸島
　　における可降水量の日変化

P371騰・川野哲也（九大院理）他梅雨期九州近海
　　上におけるメソ対流系の組織化に関する研究

P372灘（名大地球水循環）・上田博（名大地球水循環
　　／10RGC）他　2名　　Characteristics　of　mesoscale

　　convective　systems　associated　with　the　Meiyu　f『ont

　　over　HuaiHe－Yangtze　River　transition　zone　fbr

　　2001－2003

P373灘・藤井健（京都産業大院理）他1名京阪神地
　　域で発生・発達する線状降水帯の統計解析

P374燃（気象庁数値予報）・籔将吉（気象庁気候情
　　報）気象庁現業全球モデルヘの新放射スキームの

　　導入

P375轟蹄鶴震謡締羅齢毒鑛薙
　　果のクラスター解析

P376鰍（環境研）・千葉長（気象研）他5名全球
　　CO、地表フラックス推定における最適な入力衛星
　　データ

P377繍・岡本謙一（大阪府大院工）他2名マイク
　　ロ波放射計を搭載した衛星群から観測される時間
　　空間平均降水強度のサンプリングエラーの推定

P378翻（気象研）・河本和明（地球研）Meteosat－8
　　による下層雲の雲量と光学的厚さの日変化の事例

　　解析

P379嚥・長澤親生（都立大院工）他1名赤道上空の
　　雲・エアロゾル・水蒸気のライダー観測

P380醜・手柴充博（京大生存研）他1名船舶搭載
　　型下部対流圏レーダー（SB－LTR）の開発による赤
　　道西太平洋域大気運動の観測

P381鰍・浅野正二（東北大院理）他3名能動型・
　　受動型センサを組合わせた氷晶を含む雲の微物理
　　量導出アルゴリズムの開発と適用

P382繍・上野健一（滋賀県立大環境科学）太陽光
　　発電における散乱日射の寄与

P383Richard　E．Passarelli（Sigmet　Inc。）・SIGMET　JAPAN

　　他2名信号処理装置（RVP8）の改善と新しいグ
　　ランド・クラッター除去技術の開発

P384襯亮（IORGC）・Judith　A．Cuny（ジョージア工科
　　大）エアロゾンデによる海面水温の連続観測一北
　　極海への応用一

P385簑騰（気象研）境界層レーダーを用いた水蒸気
　　プロファイル推定の誤差評価のシミュレーション

P386鰍（北海道教育大教育実践総合センター）身
　　近な基礎気象用語を考える～condensationと
　　deposition，降水過程を例に～
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大会第4日〔5月18日〕09：30～11：30
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

一般ロ頭発表

気候システムIV
A会場

　　　　　　　　　　　座長＝藤部文昭（気象研）

A401羅（立正大地球環境科学）・丸本美紀（立正大）
　　夜間から早朝にかけての微昇温に関する気候学的
　　研究

A402撫（東北大名誉教授）温暖化問題と都市気温
　　一研究指針、・日本篇

A403漁（都立大理）・安藤晴夫（都環科研）他5名
　　東京の夏期ヒートアイランドに及ぼす海風の効果

A404角田知穂・謙（東海大教養）他1名北海道に
　　おける海陸風的日変化

A405宮本由美子・灘（東海大教養）他1名南岸低
　　気圧に対する関東地方の地形効果一東海大学では
　　なぜ雪が積もりにくいか一

A406藤繍・山崎信雄（気象研）他1名日本における
　　降水の日変化形の経年変化（1898～2003年）

A407囎莚・高橋清利（気象研）東アジアにおける短
　　時間強雨の長期傾向

A408鰍（東大院）中国黄土高原における多雨期
　　の降水地域特性

A409櫨・高橋正明（東大気候システム）他1名夏
　　季北東アジア乾燥域における降水量の経年変化と
　　気候変化

A410灘（愛知教育大院）・大和田道雄（愛知教育大）
　　他1名温帯低気圧異常発達の気圧場解析

A411燃・大和田道雄（愛知教育大）東アジアにお
　　ける猛暑と冷夏の大気大循環場変動と気圧場解析

A412鰍・中井剛（弘前大理工）北米大陸における
　　季節積雪の気候学ならびに降雪と大気循環の関係

気象予報
B会場

　　　　　　　　座長：杉正人（気象庁気候情報）

B401鰍（気象庁気候情報）・仲江川敏之（気象研）マ
　　ルチモデルアンサンブル法による潜在的予測可能
　　性の推定

B402鷹・富田浩文（FRCGC）他2名水平・鉛直解
　　像度比の不整合によって生じる数値モード

B403黙・北川裕人（気象庁数値予報）気象庁非静
　　力学モデルの放射スキームの改良について

B404騰男（気象庁数値予報）・熊谷幸浩（気象庁観
　　測システム整備運用室）気象庁非静力学モデルの
　　地表面パラメータの改良

B405撚・高橋桂子（地球シミュレータ）Yin－Yang格
　　子非静力モデルの湿潤過程検証（その二）

B406撚（気象庁数値予報）・新保明彦（気象庁気候
　　情報）他1名Grellスキームを用いた気象庁非静力
　　学モデルの予報実験

B407騰・瀬古弘（気象研）他4名雲解像度
　　NHM。4DVARを用いたデータ同化実験

B408撫・田中章（岐阜大工）他2名メソ気象モデ
　　ルMM5とWRFの予測制度の比較検証

B409駄・岡田憲治（気象庁予報）他2名気象庁土
　　壌雨量指数の概要

B410鰍・山口悟（防災科研）他7名新潟県中越地
　　域における2005年1月から2月にかけての降積雪
　　（速報）
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大会第4日〔5月18日〕09：30～11：30　一般ロ頭発表
　　　　（＿は講演者を表す．10HPIはOHP使用予定講演を示す．）

降水システムl　l
C会場

　　　　　　　　　　　座長＝加藤輝之（気象研）

C401繍・安永数明（AESTO）他5名水平解像度
　　5㎞非静力学モデルによる領域温暖化予測実験
　　メソαスケール擾乱の構造とその変化

C402縣（AESTO）・室井ちあし（気象研）他7名水
　　平解像度5㎞非静力学モデルによる領域温暖化予
　　測実験西日本に強雨をもたらす降水システムの特
　　徴

C403横撚（AESTO）・村上正隆（気象研）他9名水平
　　解像度5㎞非静力学モデルにおける融解層内の凝
　　結強化

C404鞭（気象研）雲活動の非断熱加熱分布に関す
　　る評価法一単純化された線型熱源応答問題

C405麟・坪木和久（名大地球水循環）湿潤環境場
　　に形成した長寿命の対流雲の維持メカニズム

C406撒・水野量（気象大）他1名TRMM　VIRSデ
　　ータによる雲物理量を用いた降水の推定

C407B．C．Bh韻・中村健冶（名大地球水循環）Precipitation

　　Characteristics　around　the　Himalayas　derived　f士om

　　TRMM　Observations

C408Akramin　Zainul・古津年章（島根大）他4名東南ア
　　ジアにおけるTBBと雨滴粒径分布の相関関係

C409Marzuki・古津年章（島根大）他4名The　Innuence　of

　　Intraseasonal　Variation　on　Vertical　Profile　of

　　Reflectivity（VPR）as　Infヒrred　fをom　Zen童th　Looking

　　Radars　at　Koto　Tabang，West　Sumna

C410小笠原麻喜・撚（東大海洋研）他1名北陸地方
　　における冬季スプライト発生時の気象場の特徴

C411撫（気象研）発雷の数値シミュレーションによ
　　り得られた日本海冬季雷の発現の有無をもたらす
　　雲物理量の違い

C412鰍・大畑哲夫（10RGC）他3名雪氷圏にお
　　ける光学センサーを用いた固体降水量測定

大気力学II
D会場

　　　　　　　　　　　座長：冨川喜弘（極地研）

D401勲（個人会員）低気圧等の気象現象を駆動す
　　る「高一低一高」の高温間の引力を証明する室内
　　実験とブーゲ異常10HP】

D402櫨・石岡圭一（京大院理）f平面浅水系にお
　　ける非定常なジェットからの重力波放射について
　　一パラメータスイープ実験一

D403黙・佐藤薫（極地研）他1名中緯度対流圏界
　　面擾乱の波動的解釈

D404燃・石岡圭一（京大院理）球面浅水系の減衰
　　性乱流から出現する赤道ジェットについての再検

　　討

D405櫨・中村尚（東大院理）月平均場から求めた
　　PJパターンの鉛直構造とその要因

観測手法

　　　　　　　　　座長：清水収司（JAXA／EORC）

D406騰・古本淳一（京大生存研）他1名VHF・
　　UHF帯大気レーダー複合観測による水蒸気推定法

　　の開発

D407無・熊谷博（NICT）雲レーダと他センサーと
　　の複合アルゴリズムによる雲物理量鉛直プロファ
　　イルの導出

D408Nick　Schutens・熊谷博（NICT）Simulation　of
　　Doppler　radar　signals　ffom　first　principles

D409漬掘・沖理子（JAXA／EORC）他4名全球降水
　　観測（GPM）計画と二周波降水レーダ（DPR）の
　　現状

D410黙・安藤健太郎（10RGC）他1名　トライトン
　　ブイにおける光学式雨量計と静電容量式雨量計の
　　同時長期観測

D411灘（気象研）単一ドップラーレーダーによる風
　　の場の詳細復元解析
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大会第4日〔5月18日〕11：30～12330
　　　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す。）

ポスターセッション

PA会場

P401瀧・徳田弥夏（弘前大理工）インドネシア海
　　洋大陸西部の大気熱源構造一2004年CPEA－1観測
　　データによる一

P402㈱↓（気象庁気候情報）JRA－25SSM／1データの
　　利用

P403顯（気象庁気候情報）他JRA－25再解析プロダ
　　クトの長所と短所

P404燃・筒井純一（電中研）JRA－25再解析プロジ
　　ェクトー再解析における台風位置情報の活用その

　　3－

P405撫・山崎信雄（気象研）他1名再解析に表現
　　される台風のコンポジット解析

P406鰍（FRCGC）大陸規模水収支に関するJRA25
　　再解析の評価

P407繍・井上聡（農環研）他2名夏期高温時にお
　　ける市街地と水田地域の気温差と両地域の熱収支
　　構造

P408灘（産総研）・旭一岳（みずほ情報総研）他2名
　　マルチスケールモデルによる交差点の拡散解析

P409撒・徐健青（FRCGC）他1名温暖化問題と都市
　　気温一北米気温データの解析

P410騰・本谷研（FRCGC）他1名温暖化問題と都市
　　気温一中国データの解析

P411騰（東大院新領域）関東地方における都市化
　　による豪雨への影響

P412撚・岡本創（東北大院理）他1名95GHz雲レ
　　ーダによる氷晶雲の微物理量の抽出

P413灘・植田洋匡（京大防災研）他1名数値シミュ
　　レーションによる海洋性砂漠緑化の影響評価

P414燃・岩崎俊樹（東北大院理）他2名CO・増加
　　時のBrewer－Dobson循環の変化～放射による直接
　　効果とSSTによる間接効果～

P415騰・前田修平（気象庁気候情報）ハドレー
　　循環でみた季節進行の長期変化傾向

P416糠・田中博（筑波大）大気の順圧成分の長周
　　期変動に対するEOF／SVD解析

P417縣（東京電力）・野田彰（気象研）北太平洋域
　　における温暖化の空間パターンENSOと北極振動

P418黙（気象研）20世紀におけるアジアモンスーン
　　の長期変動と夏の気温・海面水温の関係

P419嫌・松本淳（東大院理）インドシナ半島にお
　　ける夏季降水量の経年変動

P420騰（NICT）・香川晶子（富士通FIP）他7名夏
　　季北米アラスカにおける対流圏界面直上域のオゾ
　　ン変動

P421Alexandra　Griesfdler・江尻省（環境研）他8名
　　Validation　　of　ILAS－II　data　　by　　ground－based

　　FTIR．一measurements　ofHNO3and　N20at　Kimna

P422漬鷲・山本哲（気象研）他2名タリム盆地にお
　　けるダストストームの発生環境（3）

P423撫（名大院環境）黄砂の発生と輸送に関わる
　　東アジア乾燥地域のトラフ変動解析

P424懲・田中泰宙（気象研）他3名風送ダストによ
　　る放射強制力

P425熱・三浦和彦（東京理科大理）都市及び海洋
　　大気エアロゾルの湿度特性

P426蕪（地球研）・中澤高清（東北大院理）他1名
　　全球大気輸送モデルを用いたメタンの数値実験～
　　シナリオの違いによるメタン分布の変動～

P427騰・村山昌平（産総研）他4名冷温帯落葉
　　広葉樹林におけるN、Oの発生量及びラドンを用い
　　たその物理的要因の推定

P428鰍・澤庸介（気象研）他2名富士山山頂で
　　2003年春季に観測されたシベリア森林火災による
　　顕著なCO濃度上昇

P429騰・渡辺雅之（京大院人間環境）他1名
　　Lorentzモデルによる大気の散乱断面積

P430撚（京大院工）・田中賢治（京大防災研）他2名
　　夏季の山地域における対流性降水に地表面状態の
　　違いが与える影響

P431嚢罠・中澤高清（東北大院理）他7名Atmospheric
　　CO2vahationsinthesouthe㎜ostpa貢ofJapan
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大会第4日〔5月18日〕13330～17300
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

専門分科会

　　　　　　　　A会場

『2004年の台風はなぜ異常だったか？』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：上野充（気象研）

＊＊A451繍（気象庁予報）2004年の台風の記録と特徴

＊A452懸（気象研）2004年台風の発生・日本最多上陸に果たした季節内変動の役割

＊A453撫（東大海洋研／JAMSTEC）・栗原宜夫（FRCGC）2004年10月の東アジア域における熱帯低気圧の発
　　　生総観場（高解像度全球大気モデルシミュレーション）

＊A454懸（気象大）地球温暖化の影響を受ける台風、前線、オホーツク海高気圧について

＊A455瀟（気象研）2004年の日本上陸台風一台風強度維持と海面水温場の関係一

＊A456糠・益子渉（気象研）2004年台風16号の急発達

＊A457撚・林雅典（岐阜大院工）他2名大気一海洋一波浪結合モデルを用いた台風0416号の予報実験

＊A458よ糠（気象研）2004年上陸台風域内の降水の非対称と台風移動、鉛直シアーとの関わり

休憩（15分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：萬納寺信崇（気象庁予報）

　＊A459嚥（山口大農）・岩谷潔（鳥取大院連合農）2004年台風15・18号に伴う少雨の特徴と農作物における潮
　　　風害の発生実態

　＊A460鰍（NICT）・長濱紘子（学芸大）他4名沖縄偏波降雨レーダー（COBRA）で観測された台風0418号の風
　　　速場の特徴

　＊A461藤灘・北畠尚子（気象研）他2名台風0418の強風分布の特徴一台風9119との比較一

　＊A462繍・星野俊介（気象研）他2名台風0418の構造と強度の変化、及びそれに対する環境場の影響

　＊A463難（北大院理）北海道に強風をもたらした2004年台風18号の解析

　＊A464撚（気象研）　日本海を北上中のTO418の勢力維持機構に関する非静力学モデルを用いた絶対渦度収支
　　　解析

　＊A465蕊ま茨（気象研）超高解像度非静力学モデルによって再現されたTO418号、TO422号のコア構造

　＊A466無（気象研）台風0423号（TOKAGE）に伴う雲・降水系の構造と時間変化（序報）

各講演の持ち時間：＊12分，艸15分
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大会第4日〔5月18日〕13：30～17：00
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

専門分科会

　　　　　　　　　C会場

『降水量の推定原理と降水量データの利用』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長＝高橋暢宏（NICT）

C451櫨・瀬戸心太（NICT）他1名衛星搭載降雨レーダによる降雨推定の原理と推定誤差

C452燃・清水収司（JAXA／EORC）他1名TRMM　PRによる降雨強度鉛直分布の解析と地表面降水量推定

C453轍（名大院環境）・古澤文江（JST／名大地球水循環）他1名TRMMデータを用いた全球の降水日変化の特徴

C454撫（気象研）衛星搭載マイクロ波放射計AMSRE降水強度リトリーバルアルゴリズムの開発（その3）

C455撚・重尚一（大阪府大院工）1次元放射伝達モデルを用いたTRMM降雨プロダクトの物理的検証

C456撚（JST／名大地球水循環）・中村健冶（名大地球水循環）TRMM　PRの降水推定に基づく雨滴粒径分布情報の
　　　日周変化と緯度依存性とそのTMI降水推定に及ぼす効果

C457KaviraOan　Ra。endran・中澤哲夫（気象研）Possible　source　of　dif驚rences　in　rain鉛11estimates　of　PR　and　TMI肋m

　　　TRMM3G68dataset
C458鰍・中村健冶（名大地球水循環）ミリ波による経路問平均降雨強度の測定

休憩（10分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：中澤哲夫（気象研）

C459磁（東大気候システム）・古津年章（島根大総理工）他1名降雨特性の指標となるもの一〇LR・雷・降雨量・
　　　降雨強度・降雨頂高度の関係

C460灘・岡本謙一（大阪府立大）他7名マイクロ波放射計及び静止気象衛星の赤外放射計データによる全球降
　　　水マツプの試作

C461繍（地球研）・Pingping　Xie（NOAA／CPC）他1名東アジアグリッド目降水データの検証

C462暴鰍・國次雅司（気象庁予報）他2名レーダー・アメダス解析雨量の概要

C463撒麓・國次雅司（気象庁予報）他2名気象庁降水ナウキャストの概要

C464繍・西垣語人（気象庁予報）他2名流出雨量指数の概要

C465鰍（気象庁気候情報）気象庁気候情報課における衛星データの利用一降水モニタリング

総合肘諭（20分）

各講演の持ち時間：12分
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大会第4日〔5月18日〕13：30～17：00
　　　　　　　　　　　（＿は講演者を表す）

専門分科会

　　D会場
『雪氷圏と気候」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：大畑哲夫（10RGC）

はじめに

＊＊D451撫（IORGC）雪氷圏と気候システムの関わりについての研究の現状と課題、および研究推進

陸面過程

＊＊D452熈（10RGC）積雪モデルを中心とした雪氷圏陸面過程研究の現状と今後の課題

　＊D453責撚（気象研）・堀雅裕（JAXA／EORC）他10名ADEOS－II／GLl雪氷プロダクト検証結果

　＊D454顯・佐藤篤司（防災科研）他3名北極における陸面水循環過程のモデリング

　＊D455よ畿（滋賀県立大環境）・田中健路（熊本大）他2名冬季チベット高原での水循環過程に関する研究課題

　＊D456鰍・岩田幸良（北海道農研）他9名北海道・道東地方の積雪・土壌凍結深の長期変動傾向の予測と農
　　　業に及ぼす影響評価へ向けて

　＊D457撫・山崎剛（IORGC）他2名室内実験による弱風条件下での樹体着雪量のパラメーター化

降雪・気候

　＊D458嶽（北大院地球環境）・白岩孝行（北大低温研）他6名雪氷コア中のダスト濃度に基づく降雪量の季節配
　　　分の復元：アラスカ・ランゲル山の事例

　＊D459繊（JR東日本）新潟県および山形県西部における降積雪量と大雪の出現頻度の経年変化

　＊D460㈱・小南靖弘（中央農研北陸）他1名冬季降水量の捕捉損失について

　＊D461灘（防災科研）雪氷圏における日本の温暖積雪地域の特異性と近年の変化

休憩（15分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：山崎孝治（北大院地球環境）

海氷域

＊＊D462朧（北見工大）北極圏の海氷変動と気候変化

大気循環

＊＊D463鰍・大島和裕（北大院地球環境）極域における大気水循環と環状モード

　＊D464難（FRCGC）・安成哲三（FRCGC／名大）他1名大陸規模積雪一大気循環場の年々規模共変動とその変化

　＊D465撒・山崎孝浩（北大院地球環境）極域におけるP－Eの季節変化の要因

　＊D466漁・中里春香（弘前大理工）北半球の山岳積雪の経年変動

氷床域

　＊D467縣（極地研）南極昭和基地の気象

　＊D468磁・本山秀明（極地研）他2名南極の水循環

総合討論（10分）

各講演の持ち時間：粗0分，鼎15分
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＜A＞
AboMakoto（阿保真）

Adhikari　Nanda

AikiHidenori（相木秀則）

Akasakal㎞mi（赤坂郁美）

P379

P280

D303
P218

AkiyamaYukari（秋山祐佳里）P206
AkiyoshiHideham（秋吉英治）B103
AndoHaruo（安藤晴夫）　　　P205

AokiTadao（青木忠生）　　　P376
AokiTeruo（青木輝夫）　　　D453
AonashiKazumasa（青梨和正）C257

AonashiKazumasa（青梨和正）C454
AraiMiki（荒井美紀）

ArakawaOsamu（荒川理）

AraoKimio（荒生公雄）
AriiSuguru（有井卓）

AsanumaJun（浅沼順）

AsumaYoshio（遊馬芳雄）

AsumaYoshio（遊馬芳雄）

＜B＞
Bhatt　B．C．

＜C＞
ChibaMasam（千葉長）

ChonoYohei（蝶野洋平）

ChubachiShigem（忠鉢繁）

＜D＞
Daira㎞Koji（大楽浩司）

DeushiMakoto（出牛真）

DuMingyuan（杜明遠）

＜E＞
EguchiNawo（江口菜穂）
EitoHisaki（永戸久喜）

EjiriMitsumu（江尻省）

EndoNobuhiko（遠藤伸彦）
EndoSatoshi（遠藤智史）

EnomotoHiroyuki（榎本浩之）

EnomotoTakeshi（榎本剛）

＜F＞
FudeyasuHironod（筆保弘徳）

F蝉beFumiaki（藤部文昭）

FゆbeFumiaki（藤部文昭）
F両ita　Hiroshi（藤田浩史）

F両itaMikiko（藤田実季子）

FukaboriMasashi（深堀正志）

FukaoKazuhito（深尾一仁）
Fu㎞daMasato（福田真人）

Fu㎞daYoshikazu（福田義和）

Fu㎞haraTetsuya（福原哲哉）

P316

A207
P124

P255

P256

A463
P166

C407

P424

Pl67

BlO4

AlO3
P321

Pl23

B202
B255
P121

P322

Pl58

D462
C254

P302

A406
A461
P3（辮

P370

P230

B408
B107
P117

Pl53
Fu㎞okaYoshitaka（福岡義隆）A401

Fu㎜otoJunichi（古本淳一）Pl81
FuruzawaFumie（古澤文江）　C456
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＜G＞
GamoMinoru（蒲生稔）
GodaYasuhiro（合田泰弘）

Gries驚11er　Alexandra

P128

C309
P421

＜H＞
HaradaYayoi（原田やよい）　Pl62

HasegawaHiroshi（長谷川寛）　P110
HashiguchiHiroyuki（橋口浩之）P380

HashimotoAkihiro（橋本明弘）A210
HashimotoAkihiro（橋本明弘）C403
HashimotoAtsushi（橋本篤）　P156
HatsushikaHiroaki（初鹿宏壮）D102

HatsushikaHiroaki（初鹿宏壮）P404

HayasakiMasamitsu（早崎将光）P262
HayashiSyugo（林修吾）　　　C411
HigashiHironori（東博紀）　　P101

HigashiKuniaki（東邦昭）　　P373

HiramatsuKazuhiko（平松和彦）Pl86
HirasawaNaohiko（平沢尚彦）　D468
HirashimaHiroyuki（平島寛行）D454
HirayamaYosuke（平山陽介）　Pl64

HiroseMasafUmi（広瀬正史）　C452
HirotaNagio（廣田渚郎）　　P119

HirotaTomoyoshi（広田知良）　D456
HiyamaTetsuya（檜山哲哉）　Pl22
HoshinoShunsuke（星野俊介）P263

HozumiYu（穂積祐）　　　　P413

＜1＞
IchimamTomoko（一丸知子）　P351
1chinoMika（市野美夏）　　　P203

1emotoKaom（家本薫）　　　P357
1gaShinichi（伊賀晋一）　　　B402
1garashiHiromichi（五十嵐弘道）A265

IguchiToshio（井口俊夫）

IidaYasuhisa（飯田泰久）

IizawaIsao（飯澤功）

IizukaSatoshi（飯塚聡）

IizukaSatoshi（飯塚聡）

IkedaShoichiro（池田祥一郎）

ImamuraTakeshi（今村剛）

ImuraShingo（井村真悟）

InagakiAtsushi（稲垣厚至）

InatsuMasam（稲津將）
InoueJun（猪上淳）

InoueJun（猪上淳）

InoueTadao（井上忠雄）

InoueTomoshige（井上知栄）

InoueTomoshige（井上知栄）

InoueToshiro（井上豊志郎）

InoueToshiro（井上豊志郎）

IshidaNobuhiro（石田信浩）

IshidaShinichi（石田晋一）

IshiiNobuyuki（石井伸幸）

IshiiShoken（石井昌憲）

C451

P377

P305

P104
P365

C312
D310
D406
D205
A306
B253
P384

P107

A260
P419

P183

P378

A266
D301
Plll

P179

Ish輯imaKentaro（石島健太郎）P427
IshikawaYuki（石川由紀）

IshimizuTakahisa（石水尊久）

IshizakaMasaaki（石坂雅昭）

IshizakiNoriko（石崎紀子）

ItanoToshihisa（板野稔久）

ItoAkihiko（伊藤昭彦）

ItoAya（伊藤文）

ItohHisanod（伊藤久徳）

A411
P324

D461
P320

P155

D255
P307

D101
IwabuchiHironobu（岩渕弘信）PBO

IwaoKoki（岩尾航希）　　　　A409
1wasaki　Hiroyuki（岩崎博之）　P219

＜K＞
KaiKer噸i（甲斐憲次）　　　B208
KaiKerりi（甲斐憲次）　　　P261

KゆkawaYoshiyuki（梶川義幸）P319

K節noMizuo（梶野瑞王）　　B306
KakudateTakeshi（角舘剛）　　P259
Kamaho！iHirotaka（釜堀弘隆）P405

KamiguchiKe頭（上口賢治）　A206
KanadaSachie（金田幸恵）　　C402
KanamodHironari（金森大成）P220
KanegaMasahiko（金賀将彦）

KaneyasuNaoki（兼保直樹）
KatoTeruyuki（加藤輝之）

KatoTeruyuki（加藤輝之）

KatoTomomichi（加藤知道）
KatsumataMasaki（勝俣昌己）

KawabataTa㎞ya（川畑拓矢）

P309

B303

A464
B258
P227

D410
B407

KawabeTomokazu（川邊智一）p207
KawaguchiKazuya（川口和哉）P371

KawaiTom（河合徹）　　　　D204
KawamuraRyuichi（川村隆一）A258
KawashimaShigeto（川島茂人）P407
KazaokaRyo（風岡亮）
KiharaNaoto（木原直人）

Ki㎞chiNobuhiro（菊地信弘）

Ki㎞chiNobuyuki（菊地信行）

KitaKazuyuki（北和之）

KitabatakeNaoko（北畠尚子）

KitamumAyako（北村彩子）
KitamuraY両i（北村祐二）

KitohAkio（鬼頭昭雄）

B203

D207
D407
P178

B106
A462
P177

D404
A208

KobayashiChiaki（小林ちあき）P415
KobayashiEriko（古林絵里子）P221

KodamaChihiro（小玉知央）　P414

KodamaYasumasa（児玉安正）P401
Kodama猶りi（見玉裕二）

KoderaKunihiko（小寺邦彦）

KoideHiroshi（小出寛）

KoideHiroshi（小出寛）

KoishiKazunari（小石和成）

KoizumiHiroshi（小泉博）

KojimaMasaya（小嶋正也）

P231

A303
A253
P403

C103

D256
P330

KomodNobumasa（小守信正）P318
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KondoHiroaki（近藤裕昭）　　P408

KondoJunsei（近藤純正）　　A402

KonishiMasaya（小西雅也）　P277

KosakaYosuke（小坂洋介）　D405
KosekiShunya（古関俊也）　　A305

KoshiroTsuyoshi（神代剛）　　A311

KotaniAyumi（小谷亜由美）　P356
KousakaYuuki（高坂裕貴）　　P174

KubotaHisayuki（久保田尚之）P303

KubotaMasahisa（久保田雅久）A255
KubotaMinom（久保田実）

KuritaNaoyuki（栗田直幸）

KuritaSusumu（栗田進）

KurodaYu垣i（黒田友二）

KuroraRyuta（黒良龍太）

Pl52

A310
PlO8

A302
C462

KurosakiYasunod（黒崎泰典）P325
KuroyanagiYoko（畔柳洋子）　P423

Kus㎜okiKenichi（楠研一）　C303
Kusunoki　Shqji（楠昌司）　　　A201

Kusunoki　Shqji（楠昌司）　　　A202

KyoudaMasayuki（経田正幸）　C253

＜M＞
MabuchiKazuo（馬淵和雄）　D202
Ma頭maYasumitsu（前島康光）D304
MakiTakashi（眞木貴史）　　P327
Ma㎜qjiNobutaka（萬納寺信崇）A451

ManoYuki（真野佑輝）　　　P257
Marzuki　　　　　　　　　　　c409
MaseHirofbmi（間瀬博文）　　D401

MashikoWatam（益子渉）　　A465
MasudaKooiti（増田耕一）　　P406

MasudaShuhei（増田周平）　　A264
MasudaYoshitaka（増田佳孝）P223

MatsubayashiKengo（松林健吾）P254
MatsuedaHidekazu（松枝秀和）P428
MatsuedaMio（松枝未遠）　　P416

MatsumiYutaka（松見豊）　　P224
MatsumotoTakanori（松本隆則）C465
MatsumotoTakanori（松本隆則）P402
MatsumotoYuko（松本優子）　PlO2

Mats㎜㎜aMasaaki（松沼政明）P182
MatsushimaDai（松島大）　　D201
Matsushima　Kazuhiro（松島和宏）D308

MatsuuraHirokazu（松浦弘和）C207

MikamiTakehiko（三上岳彦）　A403
MimuraKazuo（三村和男）　　A404
MimuraKazuo（三村和男）　　A405
MindaHaruya（民田晴也）　　C458
MiuraHiroaki（三浦裕亮）　　C206
Miyakawa　Ta㎞ma（宮川拓真）P125

MiyakeSatoka（三宅里香）　　P360
MiyazakiChihiro（宮崎千尋）　P217
MiyazakiMaki（宮崎真希）　　P258

MiyazakiShin（宮崎真）　　　P331

MiyazakiYasuhiko（宮崎保彦）P163

MiyazakiYuzo（宮崎雄三）　Pl26
MizutaRyo（水田亮）　　　　A209

MochizukiTakashi（望月崇）　A263

2005年4月

MomoseHaruyuki（百瀬晴行）ClO7
MoriAtsushi（森厚）　　　　　D302

MohKazumasa（森一正）　　A466
ModKazumasa（森一正）　　C205
MohMariko（森真理子）　　　P172

ModmotoShi坤（森本真司）　P229
MohnoYu（森野悠）　　　　B308
MohtaMasamitsu（森田正光）　C201

MohwakiRyo（森脇亮）　　　P310
MotekiQoosa㎞（茂木耕作）　B257
MotoiTatsuo（本井達夫）　　A106

MotoyaKen（本谷研）　　　P409
MukougawaHitoshi（向川均）　C251
MuraiShigeki（村井臣哉）　　P374

MurakamiMasataka（村上正隆）B252

MurakamiShigenori（村上茂教）AlO7
MurataAkihiko（村田昭彦）　A456
MurayamaShohei（村山昌平）　P127
MurazakiKazuyo（村崎万代）　P213

＜N＞
NagaiShin（永井信）　　　　　P212

NagasawaChikao（長澤親生）　D104
NagasawaRyqli（長澤亮二）　B403
NaitoDaisuke（内藤大輔）　　C405
NaitoKaori（内藤歌織）　　　P353

NaitoYoko（内藤陽子）　　　D106
NakaegawaTosiyuki（仲江川敏之）P214

NakaegawaTosiyuki（仲江川敏之）P375

NakagawaKenichi（中川憲一）D103
NakagawaKiyotaka（中川清隆）P358
NakagawaShintaro（中川晋太郎）P154

NakagawaYuka（中川由雅）　A410
NakaiSento（中井専人）　　　B410

NakゆmaHideaki（中島英彰）　B102

Nak節maKensuke（中島健介）P354
Nakamura・Kenji（中村憲司）　P120

NakamuraTetsu（中村哲）　　A304
NakamuraYoshitaka（中村佳敬）P269
NakanoMasuo（中野満寿男）　P363
NakataJunko（中田淳子）　　P131

NakataToshiml（仲田季寧）　P284

NakazawaTetsuo（中澤哲夫）　A452
NaoeHiroaki（直江寛明）　　B302
NiinoHiroshi（新野宏）　　　C410

NiinoHiroshi（新野宏）　　　D206

NinomiyaKozo（二宮洗三）　AlO2
NishidaKenlo（西田顕郎）　　D254
NishigakiTsuguhito（西垣語人）Pl73

NishikawaMasanori（西川将典）P222
NishizawaTomoaki（西澤智明）P279

NiwanoMasanod（庭野将徳）　B310
NiWanoMasashi（庭野匡思）　P265

NoharaDaisuke（野原大輔）　A104
NohguchiYasuaki（納口恭明）P185

NonakaYoshimasa（野中善政）P326

＜0＞
OdaRyoko（小田僚子） P209
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OgawaHiroko（小川弘子）　　P308
0hataTetsuo（大畑哲夫）　　D451

0higashiTadayasu（大東忠保）B254
O㎞oriShiro（大森志郎）

O㎞oYuichi（大野裕一）
OitaShi煽i（大板慎司）

OkadaKikuo（岡田菊夫）

OkamotoH昨me（岡本創）
OkamotoKenichi（岡本健一）

O㎞boSaki（大久保沙貴）

O㎞daTomohiro（奥田智洋）
OkuraArata（大蔵革）

OnishiMasanori（大西将徳）

OnoKosa㎞（小野耕作）

B406
C304
Pll2

B301

AlOl
AlO5
P129

P267

P273

P429

P306
OnogiKazutoshi（大野木和敏）A251
OouchiKazuyoshi（大内和良）

OrikasaNarihiro（折笠成宏）

OshimaKazuhiro（大島和裕）

OshimaNaga（大島長）

OwadaHaruki（大和田春樹）
OwadaMichio（大和田道雄）

＜P＞
Pang　Xiaomei

PengXinDong（彰新東）
Prasad　V．S．

＜R＞
R句endran　Kavi司an

Reddy　K．Khs㎞a

RikiishiKunio（力石國夫）

RikiishiKunio（力石國夫）

＜S＞
SaekiKosuke（佐伯浩介）

Saeki　Tazu（佐伯田鶴）

SaigusaNobuko（三枝信子）
SaitoKazuo（斉藤和雄）

SaitoKazuyuki（斉藤和之）

SaitoYuya（斎藤雄也）

A204
P368

D465
BlO5

A408
B309

P215

B405

A309

C457
P169

A412
D466

BlOl

P426

P228

Pl75

D464
P362

SakakibaraYasushi（榊原保志）P109

SakamotoMasami（坂本雅巳）A252
Sa㎞rai　Namiko（櫻井南海子）P264

SasakiHidetaka（佐々木秀孝）P114
Sasaki　Hiroshi（佐々木宏）　　C455

Sasaki　Kaori（佐々木華織）　P260

Sasaki　Kaoh（佐々木華織）　P359
SasakiYoshiaki（佐々木佳明）P367
SasaokaMasahiro（笹岡雅宏）

SasaokaMasahiro（笹岡雅宏）

SatoHitoshi（佐藤均）

SatoKaori（佐藤可織）
SatoKaoru（佐藤薫）

SatoNaoki（佐藤尚毅）

SatoNaoki（佐藤尚毅）
SatoTomonod（佐藤友徳）
Satoh　Shinsuke（佐藤晋介）

SawaYousuke（澤庸介）
Schutgens　Nick

P285

P385

P361

P412

D467
A307
D210
P165

A460
B201

D408
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SeikiAyako（清木亜矢子）

SeinoNaoko（清野直子）

SekiTakanori（関隆則）

SekiTakanori（関隆則）

SekisawaShinya（関澤信也）

Seko　Hiromu（瀬古弘）

SetoShinta（瀬戸心太）

P201

P422

Pl15

P315

P180

P275

P276
SetouchiHiroshi（瀬戸内博視）P184
ShibaSadataka（芝定孝）

ShibataKiyotaka（柴田清孝）

ShimadaSusumu（嶋田進）

ShimazakiKeiko（島崎景子）

ShimizuShingo（清水慎吾）
ShimizuSh可i（清水収司）

ShimoseKenichi（下瀬健一）

B210
D107
P157

P282

C311

D409
P170

ShimuraTakatsugu（紫村孝嗣）P369
ShirookaRyuichi（城岡竜一）　C301

ShqjiYoshinori（小司禎教）　C256
ShqliYoshinori（小司禎教）　P278
SigJnetJapan（シグメットジャパン）P383

SoumaKazuyoshi（相馬一義）　P430
SugawaraSatoshi（菅原敏）　　P329

SugiMasato（杉正人）　　　B401
SugimotoNohhiko（杉本憲彦）D402
SugitaMichiaki（杉田倫明）　D251
SugiuraIori（杉浦伊織）　　　C463
SugiuraKonosuke（杉浦幸之助）C412
SugiuraNozomi（杉浦望実）
SuizuRei（水津玲）

SuwedaTatsuo（末田達彦）

SuzukiHironori（鈴木宏謙）

SuzukiHiroto（鈴木博人）

SuzukiKazue（鈴木香寿恵）
SuzukiKazuyoshi（鈴木和良）

SuzukiKeisuke（鈴木啓介）
SuzukiKerりi（鈴木賢士）

Suzuki　Ki㎞o（鈴木菊男）

SuzukiShin（鈴木臣）

SuzukiTomoyuki（鈴木智幸）

＜T＞
TachiharaShuichi（立原秀一）

TagamiHirotaka（田上浩孝）

TaguchiMasakazu（田口正和）

TahiraMakoto（田平誠）

TakadaNaoki（高田直樹）

A262
P252

D253
P382

D459
B204
D457
C406
P268

C305

P253

P168

B409
P272

P312

P352

P283
TakahashiChiham（高橋千陽）P106
TakahashiHiroshi（高橋洋）　　A308

TakahashiHitoshi（高橋仁）　　P281

TakahashiKiyotoshi（高橋清利）A257

TakahashiKiyotoshi（高橋清利）P103

TakahashiNobuhiro（高橋暢宏）P266
TakahashiTsuneya（高橋庸哉）P286

TakahashiTsuneya（高橋庸哉）P386

TakamuraChikako（高村近子）P328

Takayabulzum（高藪出）　　P314
TakayabuYukari（高薮縁）　　C459

TakegawaNobuyuki（竹川暢之）B307

Takemi　Tetsuya（竹見哲也）　B206
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TakemiTetsuya（竹見哲也）　C255
TakeuchiNobuo（竹内延夫）　B305
TanakaAkira（田中章）　　　P274

TamkaHiroshi（田中博）　　A301
TanakaMinom（田中実）　　　p418

TanakaNobuyuki（田中信行）　C464
TanakaSaori（田中小緒里）　B404

TanakaTaichu（田中泰宙）　　P225

TanakaTomoaki（田中智章）　P176

TanioMotofUsa（谷尾元聡）　P301
TokairinTakayuki（東海林孝幸）P208

TomikawaYoshihiro（冨川喜弘）D403
TomikawaYoshihiro（冨川喜弘）P251

TomitaHirofUmi（富田浩文）　D306
TomitaTomohiko（冨田智彦）　Pll6

TsubotaYukimasa（坪田幸政）C209
TsuguchiHiroshige（津口裕茂）C307
TsunematsuNobumitsu（常松展充）B207

TsumtaHamo（鶴田治雄）　　B304
TsutsuiJunichi（筒井純一）　　A261

＜u＞
UchiyamaTakao（内山貴雄）　A205

UeharaMegumi（上原恵）　　P211
UenoKenichi（上野健一）　　D455
UenoMitsuru（上野充）　　　A458
UmedaYoshiko（梅田佳子）　B209
UmemotoYasuko（梅本泰子）　B256
UmetaniKazuhiro（梅谷和弘）　P304

UshioTomoo（牛尾知雄）　　C460
UshiyamaTomoki（牛山朋来）　C302

＜W＞
Wada　Akiyoshi（和田章義）　　A455

Wada　Akiyoshi（和田章義）　　P366

Wada　Yutaka（和田豊）　　　　P171

Wakata　Yoshinobu（和方吉信）D305
WakazukiYasutaka（若月泰孝）C401
Watanabe　Akira（渡辺明）　　　P160

WatanabeShingo（渡辺真吾）　D105
Watarai　Yasushi（渡来靖）　　　A259

＜X＞
XuJianqing（徐健青）

＜Y＞
YagaiIsamu（谷貝勇）

YagiKqli（八木晃司）

YamadaTetsuji（山田哲二）
YamadaYoshinori（山田芳則）

P410

A454
P161

D203
C306

YamadaYukiko（山田由貴子）ClO4
YamagaKohei（山鹿康平）　　P118

YamaguchiKazuki（山口和貴）P417

YamaguchiMunehiko（山口宗彦）C252
YamaguchiTakako（山口隆子）P202

YamamoriMiho（山森美穂）　P420
YamamotoHamhiko（山本晴彦）A459
YamamotoHamhiko（山本晴彦）P311

YamamotoMasaru（山本勝）　D309

YamamotoMasaru（山本勝）　P151
YamamotoMasayuki（山本真之）P105

YamamotoMunehisa（山本宗尚）C453

YamamotoNami（山本奈美）　P411
YamamotoSusumu（山本晋）　D252
YamamotoTakashi（山本享）　P323

YamanakaManabu（山中大学）D307
YamanakaNoriko（山中のり子）B205

YamaneYusuke（山根悠介）　P270
YamanouchiAkiko（山内明子）D208
YamanouchiAkiko（山内明子）D209

YamasakiMasanori（山岬正紀）C204
YamashitaYousuke（山下陽介）D311
YamazakiKqii（山崎孝治）

YamazakiNobuo（山崎信雄）
YamazakiTakeshi（山崎剛）

YanaginoTakeshi（柳野健）

YanaseWatam（柳瀬亘）
YasudaNobuhisa（安田延壽）

YasunagaKazuaki（安永数明）

YasunariTeppeiJ（安成哲平）

D463
A407
D452
D411
Pll3

P355

C208
D458

YatagaiAkiyo（谷田貝亜紀代）A254
YatagaiAkiyo（谷田貝亜紀代）C461
YokogiKen（横木研）

Yokoi　Satom（横井覚）

YokomohJunichi（横森淳一）

YokomohJunichi（横森淳一）

YokoyamaHitoshi（横山仁）

C203
C105
C101

C102
P204

YokoyamaKotaro（横山宏太郎）D460

YokoyamaNaomi（横山直美）
YonedaJiro（米田次郎）

YonedaSouhei（米田宗平）

YoneyamaKmio（米山邦夫）
YoshidaAkira（吉田聡）

YoshidaKoichi（吉田公一）

YoshidaMasumi（吉田真純）
YoshidaYukio（吉田幸生）

P317

C310
P271

C106
P313

P425

P159
P381

YoshikawaToshi釦mi（吉川敏文）C202

YoshimuraJun（吉村純）　　　A203

YoshimuraKei（芳村圭）　　　A256

YoshinoJun（吉野純）　　　A457
YoshiokaMayumi（吉岡真由美）A453
YoshizakiMasanoh（吉崎正憲）B251
YoshizakiMasanori（吉崎正憲）C404
YougaiToshirou（用貝敏郎）　C308
YukimotoSe麺i（行本誠史）　　P216

＜Z＞
Zainul　Akramin

ZhangCheng－zhong（張誠忠）

ZhangDaizhou（張代洲）

Zhangxia（張霞）

ZhapgYinsheng（張寅生）

C408
P372

P226

P431

P210
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